
第17回絵本学会大会開催のお知らせ
絵本とアート —絵本のつくり手たち、その創造力

R2「レオ・レオニの絵本作り」

　話題提供者： 佐々木丈夫（公文教育研究会研究職・白百合女子

　　　　　　　大学、生涯発達研究教育センター特別研究員）

　　　　　　　ほか

　コーディネーター： 藤本朝巳（フェリス女学院大学）

R3「子どもと絵本をよみあう―かがくいひろしの絵本の場合―」

　話題提供者： 廣田真智子・西脇由利子（絵本研究者）

　　　　　　　水島尚喜（聖心女子大学）			 

　コーディネーター： 鈴木穂波（岡崎女子短期大学）

17:10 〜　　閉会式

大会期間中、学会員（作品発表者）の作品展、刈谷市美術館コレクショ

ン展を刈谷市総合文化センター展示ギャラリーにて開催します。

★第17 回絵本学会大会実行委員会

委員長： 鈴木直樹（刈谷市副市長）

事務局： 刈谷市美術館　松本育子

〒 448-0852　愛知県刈谷市住吉町 4 丁目 5 番地

電話：0566-23-1636　FAX：0566-26-0511 

E-MAIL:  matsumoto-i@city.kariya.lg.jp

★宿泊先について

会場周辺には多数の宿泊施設があります。今回、実行委員会では宿

泊案内をお送りいたしませんので、ご宿泊先の手配等は参加者各自

でお願いします。

★期日： 2014 年 5 月 31日（土）・6月1日（日）

★会場： 刈谷市総合文化センター

（JR・名鉄三河線「刈谷駅」南口よりウイングデッキ直結徒歩 3 分）

http://www.kariya.hall-info.jp/

★参加費： 会員 1,000 円、一般 2,000 円（一日のみ参加の

場合 1,500 円）、学生会員・大学生以下無料

★主催： 絵本学会・刈谷市美術館

★共催： 刈谷市総合文化センター

★プログラム（予定）： 

第1日目　5月31日（土）

12:00 〜　　受付

12:40 〜　　開会式

13:00 〜　　宇野亜喜良トーク＆ライブペインティング

15:30 〜　　研究発表				  

17:00 〜　　絵本学会総会

18:00 〜　　交流会（会場：刈谷市産業振興センター 401会議室）

第2日目　6月1日（日）

8:30 〜　 　 受付

9:00 〜　 　 研究発表

12:00 〜　　休憩

13:00 〜　　作品発表

15:00 〜　　ラウンドテーブル

R1「瀬川康男の絵本表現」

　話題提供者： 松本育子（刈谷市美術館）

　　　　　　　辻村益朗（絵本作家）

　　　　　　　川崎康男（福音館書店編集者）

　コーディネーター： 広松由希子 ( 絵本研究家 )
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第17回絵本学会大会　発表者募集

● 第17回絵本学会大会　研究発表募集要項

発表日： 2014年 5 月31日（土）または 6月1日（日）

発表場所：刈谷市総合文化センター

１．発表者の資格：

絵本学会の会員で、2013 年度までの会費を納入済であること。

２．発表テーマ：

絵本及び絵本に関連のある研究テーマで未発表のもの。

３．発表時間：　

発表 20分間　質疑応答10分間

４．申し込み要領：

1） 発表者の氏名・住所・電話・FAX 番号・メールアドレス、2）

所属機関名・職業など、3）発表テーマ、4） 発表要旨［800 字程

度／大会プログラム用原稿］、5） 発表時に使用する機材［パソコン、

PCプロジェクター、書画カメラ等］、以上の1）～ 5）について、

文書化したものを絵本学会事務局宛に郵送またはメールでお届け

ください。

＊受理した原稿等は返却しませんので、必ず控えをとってください。

５．申し込み締切：　

2014 年3 月28 日（金）（事務局に必着）

６．発表者の決定： 

研究発表は、原則として無審査とします。発表順・時間等は、4月

末までにお知らせします。

● 第17回絵本学会大会　作品発表募集要項

大会会場に会員の作品を展示し、会期中の所定の時間に出品者自

らが制作趣旨を口頭で発表します。

発表日： 2014年 6月1日（日）

展示期間： 2014年5月31日（土）午後より 6月1日（日）夕刻まで

作品搬入および展示：5月30日（金）午後または5月31日（土）午

前［大会開会前まで］

作品搬出： 6月1日（日）夕刻 ［大会閉会後］

発表場所：刈谷市総合文化センター

＊作品展示に関わる作業は、搬入・搬出を含め、原則として発表

者自身で行っていただきます。

１．発表者の資格：

絵本学会の会員で、2013 年度までの会費を納入済であること。

２．発表作品：　

未発表の絵本（個人制作、共同制作ともに可）。

３．発表形態：　

判型・サイズ・頁数等は自由。（原画を原寸でカラーコピーしたシー

トの全画面と、カラーコピーなどで製本したもの1冊を展示します。）

４．申し込み要領

1） 発表者の氏名・住所・電話・FAX 番号・メールアドレス、

2）所属機関名・職業など、3）作品タイトル、4）原画サイズ・

枚数、5）作品概要［200 字程度／大会プログラム用原稿］以

上の1）～ 5）について、文書化したものを絵本学会事務局宛に郵

送またはメールでお届けください。

５．申し込み締切：　

2014 年3 月28 日（金）（事務局に必着）

６．発表者の決定：　

作品発表は、原則として無審査とします。発表順・時間等は、4月

末までにお知らせします。また、展示計画に関する緒連絡は別途、

第17回絵本学会大会実行委員会が行います。

【申し込み先】　※ 研究発表・作品発表とも
〒112-8681 東京都文京区目白台 2-8-1
日本女子大学児童学科　石井光恵研究室内　絵本学会事務局
E-mail:ehon-g@xqe.biglobe.ne.jp

発表内容と当日の記録写真は、絵本学会 NEWS およびホームペー

ジを通じて公開されることがありますのでご了解ください。

第17回絵本学会大会は 2014年5月31日（土）と6月1日（日）の2日間、刈谷市総合文化センターで
開催されることとなりました。
絵本学会とともに主催となる刈谷市美術館では、絵本作家・瀬川康男さんの企画展をきっかけ
に瀬川さんの代表的な絵本原画を収集、以後、戦後の絵本界に大きな功績を残す長新太さん、
田島征三さんの作品を収集し、絵本を積極的に取り上げた美術館活動が行われています。さらに

近年では、刈谷市出身の童画家・河目悌二さんや名古屋出身のイラストレーター・宇野亜喜良さんの企画展が開催
されるなど、絵本に限らず、雑誌や新聞の挿絵やグラフィックデザインといった、さまざまなメディアや芸術分野にも
美術館のコレクションが拡張し、質、量、ともに充実しています。
このような活動を展開する刈谷市美術館が関わる今回の大会では、絵本作家の表現世界への理解を美術からのアプローチに
よって多角的に再考し、多くの方に絵本を深く楽しんでいただく場となることをねらいとして、テーマを「絵本とアート」
としました。宇野亜喜良さんを招いてのトークやライブペンティングなど、今大会ならではの企画を予定しています。会場
近くに位置する刈谷市美術館では、「レオ・レオニ 絵本のしごと」展も開催されていますので、多数ご参加ください。

パネリスト　撹上久子氏（世界のバリアフリー絵本展実行委員長）

　　　　　　古瀬敏氏（静岡文化芸術大学教授）

　　　　　　池上重弘氏（静岡文化芸術大学教授）

　　　　　　森俊太氏（静岡文化芸術大学教授）

　　　　　　武田美穂氏（絵本作家）

司会　ただいまから、シンポジウム「共に生きる　絵本にできるこ

と」を始めます。先ほどの実行委員長のあいさつにもありました

が、本学はユニバーサルデザイン、多文化共生を理念として掲げて

おり、その流れがあって、「ユニバーサルデザイン絵本コンクール」

を 2010 年より４回にわたって開催しております。

　本日のパネリストの撹上久子先生は、第１回目のユニバーサルデ

ザイン絵本コンクール 2010 で審査委員長をお務めくださいまし

た。撹上先生は世界のバリアフリー絵本展実行委員長としてご活躍

されています。

　また、絵本作家の武田美穂先生も、ユニバーサルデザイン絵本コ

ンクール2010に特別審査委員としてご参加くださいました。まっ

たく面識がなかったのですがお願いいたしましたところ、快くお受

けいただきまして、ご多忙の中、審査委員会、表彰式と、東京から

本学までお越しくださいました。ありがとうございます。

　本学からは、デザイン学部空間造形学科でユニバーサルデザイン

の専門家である古瀬敏教授、文化政策学部国際文化学科の池上重弘

教授、文化政策学部文化政策学科の森俊太教授がパネリストとして

参加しております。池上先生は、多文化共生という視点で、森先生

社会学の授業の中での実例などをお話しくださる予定です。

　まず、パネリストお一人ずつに、10 ～ 15 分程度の時間でご報

告をいただき、そのあと、パネリストの方の間でまた会場からのご

質問、ご意見に答える形で、進行していきたいとと思います。

 

報告１

「絵本が向ける眼差しは共に生きる社会のバロメーター」

撹上久子氏（世界のバリアフリー絵本展実行委員長）

撹上　こんにちは。撹上と申します。静岡文化芸術大学が主催してお

りますユニバーサルデザイン絵本コンクールの作品は毎年見に来させ

ていただいています。とても楽しくて、心がわくわくするような作品

ばかりで、今年もコンクールがあるようなので楽しみにしています。

　私は、「世界のバリアフリー絵本展」というタイトルの全国巡回

絵本展を 10 年間実行してきました。内容は２年に１回更新してい

ますが、今までに 120 カ所ぐらい全国を巡回して展示をしてまい

りました。ここに展示されている図書は、子どもの本の世界のネッ

ト ワ ー ク IBBY（International Board on Books for Young 

People：国際児童図書評議会）の障害児図書資料センターが、

２年に１度、世界各国からの公募を通して選考しているアウトスタ

ンディングブック（Outstanding Book：推薦図書）から成り立っ

ています。

　IBBY障害児図書資料センターは北欧のノルウェーで設立されま

したので、北欧のノーマライゼーション理念――「ノーマライゼー

ション」というのは 1960 年代に北欧諸国から起きた社会理念の

一つで、「障害があることで特別に区別されることなく社会生活を

共にしていくのがノーマルな社会のあり方だ」という考え方です。

それと、ＩＢＢＹという団体は戦後ドイツで設立された団体ですが、

人間がさまざまに心の中に引いたりする線（border）、一番は国境

だと思いますが、国境があるから戦争や紛争が起きる、それから、

障害というところから考えると、障害がある、ないということで分

かれてしまう。そういう、人が心の中に引いてしまうさまざまな線

を、子どもの本は越えていく力がある。これが設立の大きな理念で

す。この北欧のノーマライゼーション理念と、ＩＢＢＹの持つ、「子

どもの本は線を越えていく」という理念を精神的な柱にして選書さ

れているコレクションです。つまり、この展示会は、それらの理念

が具現化されているもの、と思っています。

　この 10 年間、実行しながらさまざまな本を見てきまして、確実

に、世界の人々の工夫と知恵は、それまで絵本の鏡に映していなかっ

た、映してこなかった子どもたちを映し出し、その窓から向ける子

どもたちへの眼差しも広げてきていると実感しています。

　絵本にあるバリアは、障害のある子どもたちの側にあるのではな

くて、絵本の側にあると考えてきました。そのバリアを打ち破って

いくことは、決して一度にできるものではなくて、たくさんの人た

ちのいろいろな葛藤と努力が、壁を壊して少しずつ織物のように新

しい試みを紡いでいっているのを、この展示会に並ぶ絵本を見なが

ら実感してまいりました。線が引かれている世界ですので、ときに

は対立も起きるんですね。ユニバーサルとかデザインということは、

葛藤して、止揚していく、その過程があって生まれていくものでは

ないかなと私は絵本を見て考えています。

32

第 1 6 回 絵 本 学 会 大 会 報 告
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　世界から寄せられる絵本が、数年後に影響し合って、ミックスし

て先に進んでいる歩みも見てまいりました。また、この展示会の絵

本は、世界各国から集められておりますので、それぞれその国の社

会の状況だったり、文化の状況だったり、母語とか、さまざまな違

いがある国から集められています。障害に対してのバリアを越える

絵本は、そうした異文化を超える力があるのではないかということ

も感じてまいりました。

　ほんの少しですが、展示風景を見ていただければと思います。ス

ライドは佛教大学での展示です。次のスライドは東京学芸大学で

行った展示会の様子です。展示会場も全部学生がデザインしてくだ

さいました。

　さて、皆さん、「子ども」という言葉を聞いて、皆さんの頭の中

にどんな子どもたちがイメージされるのでしょうか。先日たまたま

浜田佳子さんという絵本作家さんと、ほんのちょっとですがお話を

した時、浜田さんがこんなことを語ってくださいました。浜田さん

は、スライドに小さく画像がありますが、『べカンの木のぼったよ』

という絵本の絵を描かれています。この絵本には肢体不自由の「り

んちゃん」というお子さんが出てきます。ストーリーは、青木（道

代）ご夫妻という全盲の牧師ご夫妻が運営していらっしゃる、イン

クルージョン保育を実行している保育園での実話を基に作られてい

ますが、浜田さんはりんちゃんのモデルになられたお子さんと何度

もお会いしてこの絵本を制作されたと伺っています。この絵本を

作ったあと、浜田さんの中にりんちゃんが住み着いてしまったので、

その後、浜田さんが子どもの絵を描くときにどうしてもりんちゃん

が出てきてしまうというお話をしてくださいました。

　このエピソードは、共に生きている社会の大事さを物語る一つの

エピソードかなと思います。日本の社会、特に学校教育は、残念で

すが、障害のある子どもたちや異文化の子どもたちをインクルード

してきた社会ではありません。日本でユニバーサルな絵本をつくっ

ていくには、もっともっと、共に生きていく社会の努力がなされな

ければならないといえる、と考えています。

　ここで、本当にざっとですが、もっと絵本がその眼差しを向けて

ほしい子どもたちが実際日本にどのぐらいいるのかなということを

お話しさせていただきます。

　実は、障害児数とかそういうのをカウントするのは実際にはとて

も難しいことです。幸か不幸か、日本はインクルードな教育ではな

くて、まだ分離教育体制のほうが強いので、特別な学校に在籍して

いる子ども数ということで皆さんにお伝えします。ですからトータ

ルな数ではないのですが、この数から想像していただけるといいか

なと思います。大ざっぱですが、現在特別支援学校に在籍している、

特別な配慮を必要とする子どもたちは、全体からすると１％に満た

ない数です。特別支援学校のもうちょっと細かい内訳を、これも本

当に大ざっぱな数ですがお伝えいたします。視覚障害、見ることに

困難がある子どもたちが約 3,300 人、聴覚障害が 6,300 人、知

的障害が 73,000 人、肢体不自由が 13,000 人、病弱が 2,700 人、

重複障害が 23,000 人、おおよそですが、このぐらいの割合で子

どもたちが今日本で暮らしております。

　普通学級の中にも、字を読んだり、何かを見ることにちょっと支

援を必要とする子どもたちが 6.5％ぐらいは在籍しているのではな

いか、という文科省の基本調査もあります。

　それから、これはあとでご報告してくださる先生のほうが詳しい

内容ですが、障害ということではなく、母語や文化が違う子どもた

ちが日本でどのぐらい暮らしているのか。外国籍で、母語が日本語

でない子どもたちが 28,575 人、日本国籍で、母語が日本語でな

い子どもたちが 4,895 人。絵本のことを考えてみますと、母語と

いうのはとても大事な一つの視点になりますので、母語ということ

でカウントをしてみました。ちなみに静岡県は、間違ってなければ、

日本の中で２番目にこうした子どもたちが多く暮らしている県だと

伺っています。

　さて、また世界のバリアフリー絵本展の展示会のお話に戻させて

いただきます。ＩＢＢＹは、この展示会のための本を世界から公募

するのに三つのカテゴリーから公募します。

　一つ目は、スライドの真ん中に書いてありますように、例えば目

が見えない子どもたち、聴覚障害から母語が手話の子どもたち、ペー

ジがめくりにくい子どもたち、理解がゆっくりの子どもたち、それ

ぞれそうしたことに対しての配慮を加えた本――「for の本」と呼

んでいます。

　そういう本だけでなくて、もう一つ大きなカテゴリーに、「about

の本」と呼んでいますが、そういう子どもたちが描かれているよう

な絵本。そういう障害について、ストーリーの中で説明するという

か、そういうことの理解を深めるための本というカテゴリーがもう

一つあります。

　そして、大事なカテゴリーとして、ずっと欠かさずにこのカテゴ

リーの中から本を見つけ出す努力をしてきている「一般絵本のカテ

ゴリー」があります。この一般絵本のカテゴリーがとても大事だと

考えます。

　子どもたちは、自分たちを特別な扱いにして特別な本を与えられ

ることよりも、普通に街の本屋さんや図書館に行ったら自分の楽し

める本があるという社会になってほしいと望んでいます。「ライト

ブック（Right Book）」という言葉を使ってきました。「権利として」

というのもありますが、その子たちにとってふさわしいというか、

正しいというか、そういうような意味も込めて、ライトブックがあ

る社会が、共に生きる社会、ユニバーサルな社会、ノーマライゼー

ションが実現している社会、と言えるのではないかと考えています。

　先ほどの三つのカテゴリーを、ちょっと絵本を通して示してみた

いと思います。ロービジョンだったり、見え方に少し特性がある子

どもたちがいます。日本で、こういう子どもたちが登場するとか、

そういう子どもたちが描かれている本は、実は探してみるとほとん

どないのです。つい先日、11 日にこの絵本が出版されました。（『わ

たしのすてきなたびする目』作：Kostecki-Shaw, Jenny Sue 訳：

美馬しょうこ　出版社：偕成社）これは、私たちの世界のバリアフ

リー絵本展の展示本から翻訳された本です。もちろんこの１冊で、

ロービジョンだったり、見え方に特性のある子どもたちのことがす

べて分かるわけでもありません。でも、一つはそういう子どもたち

を理解するための絵本があります。　　　

　そして、この絵本はスイスの絵本です。（『Leo deckt den Tisch』

（レオのおてつだい）文：Linder, Christin　Stillhart, Regula　絵：

Berüter, Gabi　出版社：Edition Bentheim）どのぐらい先まで

この絵が見えますか。後ろのほうで見える人は手を上げていただけ

ますか。後ろから３列目ぐらいの方でも手が上がっています。これ

は、見え方に特性がある子ども、少し見ることに困難さを持ってい

る子どもたちのために――「for」の本ですね――作られた本です。

中を２、３ページ見てみますと、すべて絵で描かれています（文字

はありません）。かなり遠くからでも絵が見えると思います。こう

いう特別な配慮のある本のことを知ったうえで本屋さんや図書館で

本を探してみると、こういう本を見つけます。（『どんどこどん』　作：

和歌山静子　出版社：福音館書店）これは日本の出版社から出てい

る普通の絵本です。

　さっきお話ししたように、スイスで作られたような絵本と同じよ

うな要素を見いだせる本だとしても、それですべてのロービジョン

の子どもたち、見え方にちょっと特性のある子どもたちにとって、

すべてよいかというと、障害は多様ですので、そういうわけではな

いのですが、それでも普通に作られている絵本よりは、こういう本

を見いだしてあげることで、より自分にとって楽しめる絵本を手渡

してあげることはできるのかなと思います。これは普通に売ってい

る本です。時間が少なくなりましたので、具体的なことは明日のラ

ウンドテーブルにつなげたいと思っています。

　そうしたたくさんの本を見てきて、いわゆるユニバーサルデザイ

ンの絵本とかバリアフリーになっている絵本の方向は三つぐらいあ

るのかなと考えています。

　一つは、点字や、手話や、手話にもさまざまなつけ方があります。

現在はＤＶＤが多くなっています。そして絵文字ですね。こういう

ような特別なものを加えていく方法。

　二つ目は、表現方法を変える。それは見る絵を触る絵にすると

か、におう絵にするとか、音で絵を表すとかいろいろありますが、

今日は一つだけ実物を持ってきました。『あおくんときいろちゃん』

という皆さんもとてもよく知っている絵本です。こちらは普通の

絵本です。こちらが絵の表現を触れる絵に変えてある本です。（さ

わる絵本『Petit-Blue et Petit-Jaune』作：レオ・レオニ　出版社：

Les Doigts Qui Rêvent（フランス））あおくんときいろちゃん

という、見て色が違う登場人物を、触覚を変えて、レース編みで

はないですが、ちょっと編み方を変えたものにしてあります。あ

とでまたどこかでご覧になっていただけるといいかなと思います。

　あおくんときいろちゃんが抱き合うと緑色になるというストー

リーです。そこの部分は、あおくんの織り方ときいろちゃんの織り

方がミックスされたような織り方で表現されています。こういうふ

うに表現を変える方向。今日、つくしんぼさんの実演がありました

が、つくしんぼさんも日々本当にたくさんこういう布の絵本を作っ

てくださっています。布の絵本も、こうした表現を変えている一つ

の絵本なのかなと思います。布の絵本のことだけを話してもすごく

いろいろな試みがあります。

　今までの、表現を変えたり、配慮を加える方向は、どちらかとい

うと絵本がとても複雑になる感じがします。「え？　こういう本も

あるの？　こういう絵本も絵本なの？　初めてこういう絵本を見た

わ」という感想をいただくような絵本です。

　もう一つ、一見地味ですが、ＩＢＢＹのカテゴリーの中に、「Easy- 

to-Read」というカテゴリーもあります。絵本は多分、もともと

ユニバーサルデザインなものだと思うんですね。絵本の原点も多分

いろいろあると思いますが、一つは、私はメキシコに暮らしていた

ことがありますが、中南米の悲惨な民族の歴史を、字の分からない

人たちにも伝えたいということで、絵で伝えるということがメキシ

コの中では社会的な文化としてすごく定着しています。立派な壁画

がまちの中で見られますが、それは、文字の見えない人たちにも絵

の力でいろいろなことを伝えてきています。絵本の中にも、絵でお

話を補っていこうというような力があるわけで、より絵本の原点に

戻ってみる。赤ちゃん絵本を思い浮かべていただくと、赤ちゃん絵

本は、多分どの文化圏の赤ちゃんでも笑って見てくれたり、色もはっ

きり見えると思いますし、どの世代の人にも分かりにくいというこ

とはないと思うんですね。そういうような一つシンプルさにもう一

回戻していくような方向も一つあるのかなと考えています。

　ラウンドテーブルでは、この辺の具体的な本、それから、日本の

取り組みのことにも少し触れられたらと思っています。私の話はこ

こで終わらせていただきます。ありがとうございました。（拍手）

司会　ありがとうございました。

報告２

「絵本とユニバーサルデザイン：中身と伝え方と」

古瀬敏氏（静岡文化芸術大学教授）

古瀬　続きまして、私、古瀬から話をさせていただきます。タイト

ルは、「絵本とユニバーサルデザイン：中身と伝え方と」としまし

たが、最初に、ユニバーサルデザインとバリアフリーデザインの違

いというか、似ているようで決定的に違う部分があるので、ちょっ

とそれをお話ししたいと思います。

　ユニバーサルデザインというのは誰もが使い手であって、使えな

い人が出るのはおかしい、という主張です。これが一般に主張され

るようになったのは、実は建築関係です。なぜかというと、特に、

大学もそうですが、誰でも使うことができるはずの公共建築物では、

普通の人用と、例えば車いす利用者用が別というのはあり得ない。

一つで全員がカバーされるべき、ということになります。端的に言

えば、入口が別になっていて、特に、「車いすは裏から回ってください」

というのも本来はおかしい。この大学はそういうかたちではなくて、
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誰でもおしゃべりしながら、そのまま意識せずに入れるようになっ

ていますが、そういうふうになっているべき、ということです。

　ですから、バリアフリーデザインと異なって、障害があるという

ことをことさら言い立てていない。できる限りすべての人のため。

実はそうなっていて当たり前のはずですが、現実はけっこう難しい

というのはご存じのとおりです。少し古い建物ですと、車いすの入

口は別になっている。それも相当苦労して別にしているということ

があります。

　ところが、特定の利用者個人の立場からしますと、こういう公共

建築物とは違った場面では、一つで全員をカバーするという戦略が

最適ではないことが一般的です。例えば製品なんかですと、自分の

手の大きさで操作しやすい寸法が決まってくるので、全員が同じも

のをあてがわれて使いやすいかどうかというと、必ずしもそうでは

ない。本なんかもそうですし、サービスもその人に合わせてカスタ

マイズされたものがあったほうがいいこともあります。ですから、

one design fits for all（一つのもので全員を満足）ということで

はうまくいかない、ということになります。

　ユニバーサルデザインを標榜して、障害者のみをターゲットにす

るわけではない。要するに、「すべての人のために」といってユニバー

サルデザインといいましても、実質的にはそのバリアフリーデザイ

ンが前面に出て来ざるを得ない、ということもあります。

　ただ、「バリアフリーデザイン」という用語を使いますと「バリ

アを取り除く」というわけですが、どうしても、「障害がある、そ

れに対して利用を妨げるバリアがあって」、あるいは、「障害を持っ

ていることで不都合が生じて」というように、障害の存在が意識さ

れざるを得ません。

　障害の存在を意識しなければいけないというのは、実は私なんか

は非常に嫌で、もともと私が研究を始めたのは、建築物の使い勝

手、安全性ということです。私は団塊の世代ですが、団塊の世代が

高齢期になったときに発生するに違いない不都合をあらかじめ取り

除いておく、そういう不都合を建築に組み込ませない、ということ

から始めたものですから、私自身は障害の存在ということとは縁

のないところから

研究を始めてユニ

バーサルデザイン

にたどり着いてい

るので、ユニバー

サルデザインが障

害という概念を意

図的に前に出して

いない、というこ

とがよく分かりま

すが、現実には、

バリアフリーデザ

イン、障害がある、

ということを意識

せざるを得ない、

ということはある

わけです。

　ただ、どうしてもそこのところで、じゃあといって障害の有無で

議論がされることになると、障害がない人は通常は直感的に「私に

は関係ない」と思ってしまうので、それをなんとか排除したかたち、

その概念の対立がないかたちで説明ができたらいいなとずっと考え

ているわけです。

　たまたまヨーロッパでは、さっきノーマライゼーションという言

葉が使われましたが、結果として当たり前になっている、当たり前

に使えなければいけない、使えない人が出てはいけない、というと

ころを最終目標として、排除されないこと、エクスクルードされな

いことということで、インクルード、その人も区分線の向こう側で

はなくてこちら側に結果としているようになっていなければいけな

い、という概念が主張されていました。それを「インクルーシブデ

ザイン（包摂デザイン）」というわけです。

　私個人は、実はこの単語のほうが少なくとも「バリアフリーデザ

イン」よりはずっといいと思う。「ユニバーサルデザイン」という

単語を使うか、あるいは「インクルーシブデザイン」を使いたいな

と思います。構築環境、いわゆる built environment、建物とか

都市の環境というかたちで、人間がつくった環境としての構築環境

以外のもののデザインの文脈では、多分この「インクルーシブデザ

イン」という言葉が一番説明しやすいのではないかなと個人的には

思っています。

　では絵本は、ということですが、初めて本に出会う子どもから上

は年齢制限なし、とずっと言われているわけですが、実際には絵本

を使って何をどうやって伝えるのか。「何を」というのは中身です。

「どうやって」というのは手段です。メッセージの中身ですが、「見

るだけで楽しいもの」ということで絵本なのか、それとも、「伝え

るメッセージ性を持っているものなのか」ということがあります。

　見るだけで楽しいものというのは視覚情報に依存する割合が必然

的に大きいわけです。そうすると、視覚に頼れないと楽しみは共有

できないのだろうか、ということになりますから、先ほどのお話で

言えば「for」、障害を持った人でも楽しめるというかたちで、例え

ば代替としての触覚、触る絵本、においが出る絵本、音が出る絵本

もあります。基本的には、これが点字だったり、レリーフだったり、

あるいは布などの素材感ということで伝えるというふうになってい

るわけです。これはどうしても障害ということを意識したかたちで

の作られ方が主になります。

　では、伝えるメッセージがある場合にはどうなのか。それは、あ

る意味では、理解できる年齢まで達しないとメッセージは伝わらな

い。少なくともそれより手前はそのメッセージが伝わらなくてもや

むを得ない、ということがあります。もう一つは文化的背景。文化

的背景を共有していないと、実はメッセージがきちんと伝わらない

ということはあります。それ以外は、伝えられればそのまま伝わる、

ということですが、それを絵本という形にすることは一つの形態に

過ぎないのだろうか。ほかの形があるのをたまたま絵本ということ

でやっているのかなというふうに考えられます。その場合には、絵

で伝え切れない部分を文字に訴えるということも可能であろう。音

が出る絵本とかそういうかたち、あるいは読み上げてくれるという

のがあり得るかなと思います。

　たまたま、われわれはこの大学でユニバーサルデザインの講義を

していますが、いわゆる多様性について、人と違っていることを説

明するときにこの絵を同僚の教員が使います。これは、ディック・

ブルーナ（Dick Bruna）のミッフィーちゃんの絵本シリーズの『う

さこちゃんとたれみみくん』という本です。ほかのウサギの耳は全

部両方ぴんと立っていますが、このたれみみくんだけは片耳が折れ

ていて、要するにほかのウサギと違う。人間で言えば、形としてほ

かの人と違うところが見えている。これが障害であるかどうかとい

うのは、実はよく分からない。ことによると、耳が折れたウサギは

音を立体的に聞き取りにくいということが起こり得るのかもしれま

せんが、人間の立場から言うとあまりよく分からない。でも、形が

違うということが一つのメッセージとして含まれていて、違ってい

ても同じウサギだよということが伝わるわけです。こういうメッ

セージの伝え方が、非常にシンプルなことでできるのが絵本の一番

いいところかなと私は思います。取りあえず以上です。（拍手）

報告３

「日系ブラジル人移住第２世代が托す“バトン”としてのＵＤ絵本」

池上重弘氏（静岡文化芸術大学）

池上　３番目のプレゼンターであります、静岡文化芸術大学の池上

重弘と申します。先ほどまでのお二人が、どちらかというと概念的

な話であったのに対して、私はものすごく個別具体的な、しかし、

ある意味、浜松だから、私どもの静岡文化芸術大学だからできるユ

ニバーサルデザイン絵本の使い方について、今年度、今まさに進ん

でいる取り組みをご紹介したいと思っております。「日系ブラジル

人移住第２世代が托す“バトン”としてのＵＤ絵本」という報告タ

イトルの中にある「バトン」という言葉の意味を皆さんにお伝えす

るのが今日の私の発表のポイントになります。

　この学会は絵本学会ですので、日本に暮らす外国人の状況につい

て必ずしも皆さんは詳しくないかもしれません。そこで、概略をま

ず把握するところから始めましょう。今から 23 年前の 1990 年

に、外国の方を日本に受け入れる法律、略して入管法（入国管理法）

が改正されました。ごく大ざっぱに言うと、日系人は３世まで日本

に入国できる、そして、就労に制限がないという法律の改正があり

ました。その結果、ブラジルやペルーなど、当時経済的に困難な状

況にあった南米の国からたくさんの日系人がやってまいりました。

1989年に約100万人だった日本の外国人は、20年後の 2009

年には200万人を超えています。

　このあと、リーマンショック等々がありまして、現在日本の外国

籍人口は若干減少していますが、それでも200万人を超える外国

人が住んでいます。その数のイメージは、日本の都道府県で言うと、

長野県とか宮城県にほぼ匹敵する人口規模です。

　その人たちの在留資格、つまり、どういう資格で日本に住んでい

るかというのを見てみますと、実に半分近くが「永住者」でありま

す。文字どおり日本にずっと暮らすかどうかはその人たちの判断に

よりますが、その気になれば日本でずっと暮らす権利を持っている

人たち、これが「永住者」です。さらに、「定住者」、「日本人の配

偶者等」という、比較的安定的な、日本で自由に働ける在留資格を

持つ人たちが、合計して 65％、つまり約３人に２人という状態です。

日本の政府は「移民を受け入れる」という言葉を決して使いません

が、実態としては、この20年間、日本は移民をかなり受け入れて

きて、今その第２世代たちがこの国で育ち、もうじきどんどん社会

に出て行く、そういう状況に今立ち至っております。

　次に浜松の状況をご覧いただきますと、スライドの赤のグラフが

外国人登録者の総数です。2008年、2009年をピークに急激に下

がっている様子がお分かりいただけると思います。青のグラフで示

されたブラジル人の減少が大きいこともお分かりいただけます。実

は、ここ数年でブラジル人は、全国で32万人から19万人に、約

13万人減少しました。けれども、残っている人たちの多くは、日

本で暮らすことをかなり強く意識して残っているわけです。例えば、

日本の大学で学ぶブラジル人の数はどうでしょうか。ご覧いただい

ているスライドの表は、私どもの大学に入ってきたブラジル籍の学

生数です。最初に入学したのは 2006年で、その年の入学者数は１

人でした。2008年、デザイン学部に２人。しばらく間が空きまし

たが、現在在籍するブラジル人学生は３年生に２人、現在の２年生

に４人、そして１年生に４人となっています。これらの学生はすべ

て日本人学生と全く同じ入学試験を突破して入ってきております。

別の言い方をすると、外国人枠があって入ってきているわけではな

いわけです。

　この中でも特にここ数年の動きを見てみますと、入学したブラジ

ル人学生たちは、情報の発信にとても熱心で、自分たちの考えを積

極的に発信するようになってきました。例えば、2013 年２月に行

われた「はままつグローバルフェア」のあるイベントのちらしをご

覧ください。６人の発表者のうち、２人が本学の学生でありますし、

さらに、そのうちの一人に至っては、英語も非常によくできて、こ

のあとイギリスにさらに留学するというような学生です。

　グルーバルフェアでは、そういった学生たちが、自分たちの半生

を振り返り、そして、これからのことについて強い意見を述べまし

た。本学に在籍する２人は、「同じ境遇の子たちを支えたい」とい

うことを力強く述べたわけであります。

　しかし、子どもたち、そして保護者たちには大きな課題もありま

す。今見ていただいた、例えばブラジルの子どもたちは、国境を越

えた移動をしております。異なる文化、生活環境で暮らしていて、

将来がとても不確実です。日本で永住ビザを持っていても、経済的

な状況の変化によってはブラジルに帰らなければいけないかもしれ

ない。そういう不安の中にいます。母語でのサポートやカウンセリ

ング、一人一人の状況の把握、そして居場所づくりや心のケアが求

められています。

　保護者に関しても、仕事が忙しくなかなか子どもと向き合う時間

をとるのが難しいです。また、保護者の世代、つまり、移住第１世

代は、ブラジルで教育を受けていますので、日本の教育制度のこと

をよく知りません。あるいは、給食とか遠足といったものの具体的

なイメージを保護者は持っていないわけです。学校の先生方とのあ

いだには言葉の壁もあります。教育委員会などでは、翻訳の資料を

作ったり、面談、あるいは家庭訪問、そのほかきめ細かな情報提供

をしてはいますが、それはどうしても活字ベースで、少なくとも子

どもたち自身が日本での学校の学びに前向きな気持ちを持つような

資料はこれまで全くありませんでした。
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　今ご覧いただいているのは、本学を卒業し、具体的な企業名は申

し上げませんが、浜松を代表する有名な輸送機器メーカーでデザイ

ナーとして現在働いている卒業生による卒業制作の作品です。「エ

スコラーラ・ジャポン・イン・ハママツ」（浜松における日本の学校）

と題されたこの絵本は、彼女自身が、日本の学校に編入した経験を

基に、日本の学校で子どもたちがどんなことに直面するか、給食と

か、家庭訪問とか、そういったものについて絵を入れて説明してい

るものです。

　今ここでは給食の場面だけ取り上げてご紹介します。ブラジル人

の児童向けに入学のガイダンス絵本として作ったのですが、とても

タッチのやわらかい絵で、これは作者の金城ジゼレさん自身が描い

たものです。ポルトガル語と日本語が併記されています。持ち物の

説明などもかなり丁寧に書いてあります。これを見て、子どもたち

自身が日本の小学校で学ぶことが楽しみになるように、という思い

を込めて作られたわけであります。

　ところが、絵本というのは「モノ」ですから、できただけでは子

どもたちの手に届かない。そこで、今年度、私どもの大学では面白

いプロジェクトを進めているところです。それに先だって、ちょっ

と一つ紹介させていただきたいのは、「多文化子ども教育フォーラ

ム」という機会です。これは昨年度から私どもの大学で立ち上げた

もので、外国につながる子どもたちの教育に関心を持つ方々、学校

の先生もＯＫ、支援員で入っているブラジル人当事者もＯＫ、日本

語を教えている方々もＯＫ、行政の方もＯＫという、いろいろな人

が集まるプラットホームとしての役割を果たしています。昨年度は

４回やりました。今年度、来週６月22日に第５回を開催します。「教

育支援策をめぐって当事者学生が物を申す」という、いささか挑戦

的なタイトルですが、日本の教育機関で学んだ本学の外国人学生た

ちが、自分の経験を基に、こういうふうに教育がなされるとすごく

うれしいな、という思いをまとめているところです。そこでもやは

り、スライドに映っているような学生たちが熱心に議論をしてくれ

ました。

　回り道をしましたが、これが皆さんに今日お示ししたい一番のポ

イントです。今年度、私どもの大学では、「文化・芸術研究センター

長特別研究」という予算の枠で、「多文化環境に生きる子どもの教

育達成支援策をめぐる研究」を行っています。本日の司会を務めて

いる林先生もそのメンバーに入ってくれています。幾つかあるプロ

ジェクトのうち、一つが、まさにこのポルトガル語と日本語のバイ

リンガル UD 絵本を子どもたちと家庭に届けたい、そして、届け

た先に本学のブラジル人学生たちがお邪魔して、話を聞きたい、と

いうプロジェクトです。７月までに印刷し、夏休み明けの９月から

編入してくる子どもたちに配付します。また、10 月には、浜松市

教育委員会が新年度に小学校に入ってくる子どもたち向けの説明会

を行います。そこでも配付する予定です。教員チームは学校を回っ

て、「この絵本の反応はどうですか」ということを聞きます。

　しかし、最も大事なことは家庭でのヒアリングです。学校から紹

介を受けてブラジル人のご家庭に入り込んでお話を聞く。それを本

学のブラジル人学生、先ほどのフォーラムで、「物申す」として意

見をまとめてくれているブラジル人学生たちに回ってもらおうと

思っています。つまり、本学のデザイン学部を卒業したブラジル人

卒業生が作ったバイリンガルユニバーサルデザイン絵本を、本学に

現在在籍するブラジル人学生が、小学校で学ぶブラジル人の子ども

たちに、いわば「思いのバトン」として届けたい、こういうプロジェ

クトです。

　親御さんにしてみれば、日本の学校のことが分からない、不安で

いっぱいです。子どもたちも新しい環境が不安です。そこに、日本

の学校で学び、今、自分自身が大学生になっているブラジル人学生

たちが直接赴いて、日本の学校のこと、日本の学びのこと、そして

日本での将来のことについて直接話を伝える。いわば、ロールモデ

ル（役割モデル）のデリバリーをするわけです。その、今の小学生

の保護者と今の大学生をつなぐツールが、ブラジル人卒業生がつ

くった、このユニバーサルデザイン絵本です。こういうかたちで、

思いを次の世代につなげていくようなプロジェクトを進めたいと

思っております。ご清聴ありがとうございました。（拍手）

報告４

「絵本と社会学：大学授業における絵本利用の事例」

森俊太氏（静岡文化芸術大学教授）

森　こんにちは。私は、静岡文化芸術大学文化政策学科の森と申し

ます。今日は、「絵本と社会学：大学授業における絵本利用の事例」

ということでお話しさせていただきます。私はこの大学で幾つかの

授業を担当していて、「現代社会と人権」、「社会変動」という授業

も担当しておりますので、主にその二つの授業でどうやって絵本を

使っているかという話をしたいと思います。

　絵本の特徴としては、これは一般的な話ですが、絵があることで

視覚的なイメージが強いということです。あとは、やっぱり物語な

ので、物語性の効果というか、われわれはお話があると非常に納得

するところがあります。その二つが特徴かなと思います。その二つ

があるために、訴えかける力が非常に強いわけです。

　その反面、訴えかける力が強いために、ステレオタイプといいま

すか、紋切り型のイメージを読んだ人に伝えてしまう。具体的には、

ジェンダーや、（ジェンダーというのは、固定的性別役割概念といい

ますか、「男はこうでなくてはいけない、女はこうでなくてはいけな

い」と言うような考え方ですが）、あと、人種、民族についてのイメー

ジ、つまり、「日本人はこんな感じだ」とか、「イタリア人はこんな

感じだ」とか、先ほどありましたが、日系ブラジル人が浜松、静岡

には多いのですが、「ラテン系のアメリカ人はこうだ」とか、そうい

う先入観があるわけです。そして、絵本を読むことによって、そう

いったステレオタイプがすり込まれやすいところがあると思います。

特に絵本は子どもが読む場合が多いので、子どもにそういったステ

レオタイプがすり込まれてしまうと、大人になってもそれから抜け

出すことが難しいといったことがあるのではないでしょうか。

　絵本と社会学の接点ということですが、先ほどの絵本の特徴を受

けて、私は幾つか接点があると思いまして、今日は次の五つの面を

お話ししたいと思います。

　一つは、社会学の中でも社会変化ということを題材として取り上

げますが、人口が増えて都市がどんどん大きくなっていく「都市化」

という一つの変化がありますし、他には「少子高齢化等」があります。

　あとは、「人種や性別」、「ジェンダー」意識もあると思います。

そして、中間層とか、上層階級、下層階級という「階層」。それら

も社会学の重要なテーマです。

　あとは、これは社会心理学的な話になるとは思いますが、「個々

の自我、アイデンティティー」。最近、自己肯定感や、自尊感情が

低い子どもが多いとよく言われますが、そういった「自己肯定感」、

「自尊感情」も非常に重要なテーマです。

　あとは、「ワーク・ライフ・バランス」。ワーク・ライフ・バラン

スというのは、「仕事と生活の調和」とも言えると思います。「多様

化」は、「ダイバーシティ」という言い方をされる場合があります

よね。高齢化がスライドでは２回出てきますが、「高齢化」または「社

会的包摂」。「社会的包摂」というのは、最初のプレゼンテーション

でもありましたが、ソーシャル・インクルージョンを意味します。

　最後に、「死生観」、「死別」ということも非常に重要なテーマです。

こういった五つの点から話を進めていきたいなと思います。

　具体的な本ですが、「都市化」というテーマで、バージニア・リー・

バートン（Virginia Lee Burton）という人の『小さいおうち』と

いう絵本は皆さんご存じだと思いますが、私も実は好きで、子ども

にも読ませたり、自分でも読んだことがあります。これは都市化の

典型的な本かなと思います。

　数枚、私が勝手にデジカメで撮ったのですが、小さなおうちが静

かな田舎の丘に建っていて、家族がいて幸せに暮らしていた。ただ、

自動車が通るような道路がつくられてしまいまして、遠くのほうか

らおうちがどんどん増えてくる。いつの間にか、低層住宅といいま

すか、４階建て、５階建ての建物、アパートというかマンションと

いうか、公団住宅というかが、どんどん増えてきて、小さなおうち

はその谷間に埋まってしまう。そのうち遠くのほうに高層ビルが

建ってきて、路面電車が走る。高架電車が走って、地下鉄がどんど

んできてくる。最後は、高層ビルの谷間に小さなうちがあって、誰

も住まなくなって、窓も割れているし非常に悲しい状態ですが、実

は、その子孫、孫の孫ぐらいの世代の人が、「これは昔先祖が住ん

でいたところだ」と見つけてくれて、「家もまだ丈夫なので引っ越

しさせましょう」ということで、トラックに載せて引っ越しをさせ

るわけです。遠くのほうにまちが見えて、元の丘の上のようなとこ

ろを見つけて、そこにおうちを修復して建てて、また家族が住んで

幸せに暮らしましたとさ、という話です。

　これはある意味、都市化のプロセスを描いているわけで、都市化

を如実に示している。本の著者のインタビューには、そんな意味は

なかったと書いてありましたが、環境保護運動への影響といいます

か、いき過ぎた都市化とか自然環境の破壊に対して、それはよくな

いというメッセージを発している、というとらえ方もあります。こ

れは余計なことかもしれませんが、高架電車が走っているのは多分

シカゴだと思います。シカゴはたまたまアメリカの社会学の発祥の

地なので、都市化ということに対して批判的な、社会問題を扱った

ものというふうにとらえられる絵本でもあります。

　あとは、「人種と性」、「ジェンダーと階層」というテーマで語る

ことができる絵本が幾つかあると思います。一つは、ガース・ウイ

リアムズ（Garth Montgomery Williams）の『しろいうさぎと

くろいうさぎ』という絵本があります。もう一つ紹介しますのは、

リチャード・スキャリー（Richard Scarry）の『スキャリーおじ

さんのにぎやかなビジータウン』という絵本があります。

　『しろいうさぎとくろいうさぎ』はこういう本です。黒いウサギ

と白いウサギがいて、仲良くていろいろ遊ぶ。黒いウサギが、白い

ウサギに、「好きなんだけれども、ずっと一緒にいられるかな」と

（いって）、不安な表情を時々するんですね。あるとき、お互いに強

く、好きだという気持ちを持ってごらん、といって、そういうふう

に思う。気持ちを通じ合わせて、じゃあ結婚しましょうということ

になって、結婚すればずっとずっと一緒にいられるねというシーン

です。森の動物たちに祝福されて結婚式を挙げました。というとこ

ろで終わります。

　もう一つ先に紹介します。『スキャリーおじさんのにぎやかなビ

ジータウン』という絵本は、動物がたくさん出てきて、まちのいろ

いろな仕事を動物がやっている。それを各ページで紹介していると

いう絵本です。

　『しろいうさぎとくろいうさぎ』に関しては、ある意味、人種間

の結婚、異文化結婚、国際結婚みたいなかたちでとらえることもで

きると思います。または、この絵本は子どもが生まれたところは書

いてないんですね。ということで、同性結婚という解釈もできるか

なと私は思っております。日本では、同性結婚は法律等的にはまだ

認められておりませんが、認められる傾向が、世界的にはあるのか

なと思います。つまり、いわゆる異人種、異文化ということだけで

なく、セクシュアリティというか性的指向等を含む、それ以外の解

釈もできるのではないかと思います。

　『スキャリーおじさんのにぎやかなビジータウン』は、批判的な

解釈もあり、例えば、ブタさんがブルーカラーの労働者になってい

て、ウサギは患者で、それを見ているのがライオンとか、弱肉強食

の動物の世界みたいなのが職業にも表れているということで、これ

はちょっとけしからんというような意見もあります。（少し深読み

しすぎかもしれませんし、常に、強い動物が威信の高い職業に描か

れているわけでもありません。）

　次は、「アイデンティティー、自己肯定感、自尊感情」というこ

とで、事前に紹介されておりました、レオ・レオニ（Leo Lionni）

の『ペツェッティーノ』という絵本があります。ご存じの方は多

いと思いますが、右側にいるペツェッティーノという小さなオレ

ンジ色が主人公です。自分はほかのキャラクターの単なる部品

（パーツ）じゃないかということで非常に悩んで、ある時、自分探

しの旅に出て行って、ある岩だらけの島の上でつまずいて、粉々

になってしまう。しかし、自分もやっぱりいろいろな部品からで

きている、ただ、小さくて一色のみでできているだけなんだ、と

いうことを納得して、みんながいる島に帰って祝福されるという

ストーリーです。これは、自己肯定感、ありのままの自分でいい

というメッセージかなと思います。

　レオ・レオニさんは、皆さんもご存じだと思いますが、ネズミの

本とかいろいろな本を書いていらっしゃいます。大体同じような

メッセージで、自分はそのままで、ありのままの自分を受け入れる

ことが大事だ、ということを言っていると思います。

　それから発展させて、子どもを長い目で見守るといいますか、一

人一人の個性を尊重するというメッセージもすごく強くあるなと思
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います。そして、その一人一人の個性を受け入れたうえで、仲間と

の共感、協力、共助がある。そんなメッセージを持った絵本がた

くさんレオニさんによって書かれていて、教科書に載っている『ス

イミー』という魚の絵本も同じようなメッセージかなと思います。

　「ワーク・ライフ・バランス、多様化、高齢化、社会的包摂」と

いうことで、明日いらっしゃるとお聞きしておりますが、スズキ

コージさんの『やまのかいしゃ』という話と、『こどものとも』にあっ

た「おじいさんのつるつるかぼちゃ」という話があります。

　『やまのかいしゃ』という絵本は、ある意味、日本の会社のパロ

ディーのようなものだと思います。どこかの山でのんびり、ほげ

たさんとほいさくんが、それなりに頑張っているけれども、効率

的に働いているという様子ではない。ただ、いろいろな人が個性

を発揮して組織を活性化するという読み方もできると思いました。

　『こどものとも』の「おじいさんのつるつるかぼちゃ」も、かぼ

ちゃのつるがどんどん広がっていって、地域に住むお年寄りや病

気の人とか、いわゆる「社会的に弱い立場にあると言われる人た

ち」と言えるかもしれませんが、その人たちをつないで、かぼちゃ

のスープを飲んだり、かぼちゃのケーキを食べたりして、地域社

会が活性化していくみたいなメッセージを秘めた本です。

　最後に、「死生観、死別」ということですが、『おじいちゃんが

おばけになったわけ』という本と、有名な『100万回生きたねこ』、

『葉っぱのフレディ』といった本が挙げられるかなと思います。

　初めの本ですが、おじいちゃんが急に亡くなった。孫に別れを

告げる余裕もなく、ぽっくり逝ってしまったのですが、亡くなっ

た後に、おじいちゃんが孫の男の子の前に（怖くない生前の姿の）

おばけになって出てくるんですね。その理由は、おじいちゃんが、

「ありがとう」と言うことによってその気持ちをちゃんと孫に伝え

たかったから、ということを表した絵本です。

　もう一つは、ご存じだと思いますが、『100 万回生きたねこ』

という本です。最後に、本当に愛情を持って接することができる、

愛する相手を見つけて、子ネコが生まれて、満足して亡くなりまし

た、という本です。この本はやっぱり死生観に関してですが、近

親者との死別とか、生きるとは何かとか、他人とのつながりと生

きがいといったものを表していると思います。

　最後に、「絵本で社会や文化を学ぶ可能性」についてですが、子

ども時代の経験や記憶、感情を学生に思い出させながら、もう

ちょっと難しい、社会や文化についての話を学ぶことができると

いうことで非常に効果的だと思います。

　あと、絵本というのは、学びのメディアとして、絵本を通じて

学んだことについて振り返らせることができる。何をどのように

知り、どんな知識が、その学生の人格形成とか、世界観とか、価

値観に影響したかということを、もう一度振り返って客観的に検

証させることもできるので、絵本は社会や社会心理の学びのツー

ルとして便利というか、利用価値があると思います。

　あとは、学生が親や教育者になったときに、最初に述べたような、

絵本の影響や使い方の特性について理解することができる、という

メリットがあると思います。ということで、絵本を使って私が授

業をしている具体的な実例についてお話しさせていただきました。

ありがとうございました。（拍手）

報告５

「創作者の立場から」

武田美穂氏（絵本作家）

武田　武田です。絵本を描いています。漫画みたいな絵で絵本を

描いている作家で、絵本の王道をひた走っているわけでもなく、

絵本学会の理事に去年からなったのですが、そこでも多分やや異

端なので、私のしゃべることは、作家の代表的意見でもなく、絵

本学会の総意でもないです。

　今、すごく素敵なお話をいっぱい聞いて、ＵＤ、バリアフリー

ということも、2010 年にユニバーサルデザインコンテストがあ

りまして、、、。審査員の１人に加えていただいたときに初めて知り

ました。自分の頭の中にある絵本のカテゴリーと全く違うような

ものが出てきて、、、。自分は紙をとじて本の形になったものが基本

的に絵本だと思っていたので、いろいろびっくりして、刺激を受

けたり、本当にこれは絵本の中に入るのだろうかとか思って、い

ろいろ今でも思い続けています。そんな感じで、作家の立場でお

話をさせていただきます。

　まず、自作の絵本を読ませていただきますね。たくさんしゃべ

るのが嫌なので絵本を読んで時間をとる？なーんて。すみません

（笑）。絵本は、自分にとって、「めくる」ということがものすご

く大事で、本当はスライドにすればいいのですが、あえてアナク

ロい機械を用意していただいて、めくりながら本を読ませていた

だきます。

　まずは、私が絵本作家としてご飯が食べられるようになった、『と

なりのせきのますだくん』を読みます。これは今回パンフレット

のイメージキャラクターに採用していただいたので、それもちょっ

とうれしかったのと、あと、さっきの国境を越えた本の話があり

ましたが、これはフランス版にもなっています。日本版はこうやっ

て ( 右開き ) めくっていきますが、フランス版は ( 左開き ) こんな

感じ。表紙の色は、フランスは「バックは紫でいく」と言われて、

「絶対嫌だ」みたいな、いろいろな紆余曲折があったのですが、な

んとかできあがり、ほっとしてます。では、「ますだくん」を読ま

せていただきます。

『となりのせきのますだくん』

　あたし、今日、学校へ行けない気がする。だって、頭が痛い気

がする。おなかが痛い気がする。熱があるような気がする。頭が

痛くなればいいのに。おなかが痛くなればいいのに。熱が出れば

いいのに。

　ガチャ。公園へ遊びに行っちゃおうかな。「先生、みほちゃんが

ずる休みしま～す」。

　隣の席のますだくんは、机に線を引いて、「ここから出たらぶ

つぞ」ってにらむの。消しゴムのかすがはみ出したら、いすをけ

るの。

　あたし、算数が嫌いなの。２＋１は右手だけでできるけど、９＋

３は両手を使っても難しい。「10＋11 はどうするんだよ」って、

ますだくんが笑うの。「先生、みほちゃんは手を使ってま～す」。

　あたし、給食のシチューの赤いニンジンが嫌なの。鶏肉も嫌い

なの。でも、こっそり残すと、ますだくんが大きな声で、「いけな

いんだ～」っていうの。「また残してる」。

　あたし、体育の時間も苦手。縄跳びが苦手。かけっこが苦手。

それなのに、ますだくんは得意。「へたくそ、へたくそ、へたくそ。

どうしてもっていうなら教えてやってもいいぜ」、「いい、いじ

めるから」、「へたくそのくせにえばんなよなあ」。ゴン。

　きのう、帰りの時間にけんかした。お誕生日にもらった、いい

においのするピンクの鉛筆、気に入っていたのに、ますだくん折っ

ちゃった。消しゴム投げたらびっくりしてた。それからにらんでた。

あわてて帰ったけど、今日学校へ行ったら、あたし、ぶたれるんだ。

やだなあ。やだな、やだな、やだなあ。

　ギー。「おっはよう～」、「あれ～、ますだくん、そんなとこで

何してるの？」、「別に」、ギー。ドキ。ギー。ドキドキ。ギー。

ドキドキ。ギ、ギ、ギ、ドキドキ。ギ、ギ、ギ、ギ、ギー。「おい、

ごめんよ」と言って、ますだくんがぶった。「帰りに足し算教え

てやろっか」、「いい、いじめるから」。

　特に障害があるとかいうことではないのですが、学校に行くの

にやっぱりハードルの高い子どもたちがいっぱいいます。私もこ

のみほちゃんみたいに何もできない子だったので、すべてにおい

て学校自体ハードルが高かったです。そういう意味では、さっき

絵本の中にはもともとバリアフリー、ＵＤの要素はあると言われ

ましたが、それにすごく共感しました。

　次は、わたし自慢の意味なし絵本。こんな絵本でもいいのか？

みたいな、、、。

　『ありんこぐんだん　わははははははは』。ナンセンスというか、

もっとふざけたものですが、子どもの、調子に乗りたい！という

特性に乗っかりたいと、作りました。次々次々、エスカレーター

式に調子に乗っていって、「うそー」「わあ、ありえねえ」って言

われたくて作った本です。そういう意味の「for」ですね。

『ありんこぐんだん　わははははははは』

　ありんこぐんだん　わははははははは。お砂糖こぼしちゃいけな

いよ。一粒だっていけないよ。なぜなら、なぜなら、どこからと

もなく、わははははははは。ぞろぞろ、ほらほら、ぞろぞろ、ぞ

ろぞろ。ぞろぞろ、ほらほら。ほろほら、ぞろぞろ。ありんこぐ

んだんやってくる。わははははははは。野を越え、山越え、丘を

越え、どこからともなくやってくる、ありんこぐんだんやってくる。

お塩じゃ？　だめだめ。こしょうじゃ？　だめだめ。お砂糖こぼ

したそのときに、やつらはかぎつけやってくる。どこにだってやっ

てくる。ジャングルジムのてっぺんも、お風呂の中も、押し入れも、

やつらはたちまちかぎつける。プリン。無人島にだってやってくる。

助けて～。お砂糖。きょろ、きょろ、にやり。

　５、４、３、２、１、０、バシューン。ピコン、ピコン。ピコン、

ピコン。ピコン、ピコン。「こちら、宇宙飛行士けんたです。順調

に月の周りを回っています。どうぞ」。

　「了解」。ピー。「ただいまからおやつの時間なので、ちょっとお

休みします。どうぞ」。

　「了解」。ピー。おやつ袋、ぽろ、ざっ。

　わははははははは。月だって、火星だって、どこだって、宇宙の

果てまでやってくる。ありんこぐんだんやってきて、それからお

砂糖をすっかりかき集め、頭の上に担いだら、ぞろぞろ、ほらほら。

ぞろぞろ、ぞろぞろ、どこへともなく去っていく。お砂糖探して去っ

ていく。わははははははは。

　僕のおやつ。おしまいです。（拍手）

　さて、もう一つは、「for」の格好をしたナンセンス絵本です。「食

育絵本」というふりして人を釣りつつ、中では自分でナンセンス

とめくりをやってみた。あと、ちょっと音楽的な掛け声みたいな

のをやりたくて作りました。『オムライス・ヘイ！』。

　本は、電子書籍とかと違うのは、こういうところ ( 見返し ) とか、

こういうところ（そで）とかに遊びができるのがいいですよね。あっ

これ、すみません（見返し裏にサインの書き損じがちらり）サイ

ン本の書き損じ、捨てがたくて使ってます。

『オムライス・ヘイ！』

　オムライス、ヘイ、材料だ。まずは中身だ、ケチャップごはん。

タマネギだ、ヘイ、鶏肉だ。炒めるぞ、ヘ、ヘイ。さあ、ごはん、おっ

と忘れたグリーンピース。にゅる、にゅる、にゅる、にゅる、ケチャッ

プだ。いい色だ、ヘイ。次は卵だ、１人に二つ。ぐるぐるだ、ヘイ。

卵を入れるぞ、じゅうじゅうだ。ここが肝心、さあ行くぞ。半熟

だ。ごはんを入れるぞ、勝負だぞ。緊張だ。くるり。成功だ、ヘイ、

天才だ。お皿に入れるぞ、さあいくぞ。集中だ。天才だ。ケチャッ

プで星、オムライス・ヘイ、大成功。おしまいです。（拍手）

　ありがとうございます。きちんとお話しするのが苦手で、すみま

せん。ますだくんに出てきたみほちゃんと同じように、本当に私

はいろいろなことができなくて、ちいさなころからコンプレック

スのかたまりでした。でも、そういうコンプレックスが、絵本を

描くにあたって、すごいネタ？基盤？動機付け？になっているの

で、過去のコンプレックスにご飯を食べさせてもらってるような？

( 笑 ) コンプレックスも使いようだよ、財産だよ、と、そういう話

を子どもたちにすると、「ぼくもいっぱい持ってる！」「わたしも！」

とかって、お互い共感し合ったりします。( 笑 )

　先ほどまでのお話とがらっと変わってしまったのですが、今日

は、総括的に本の話をするということで、絵本というものを自分

なりに考えると――私は、今みたいに、リズムとか、めくりとか、

そういう感じのものを大切にして本をつくっています。

　もともとアニメや映画にもとても影響を受けていますし、そっち

でもよかったのではないかとかよく言われますが、やっぱりもの

としての絵本、さっき言ったように、表紙があったり、手触りがあっ

たり、背があったり、紙の質感、そんなもので、読んでいるうち

に自分の癖がついたりしたときに、とても大事な友達みたいになっ

ていく、そういう、ものとしての絵本に対して非常に愛情がある

んです。

　もちろん、例えば今、電子書籍がいろいろ台頭してきて、今は

文章が多いのですが、そのうち、きっと絵本みたいなものも出る

であろうと思います。使い勝手がいいというか、利便性、それから、
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拡大できたりするから、いろいろなものではバリアフリー絵本に通

じるような役割もきっと果たしていくであろう、と。

　ですが、機械に映されるということで、物体としての絵本の、背

はどうしよう、見返しは、そでは？みたいな、そういう楽しさで作っ

ている本とはまた別になってしまう。それは自分にとって重大な違

いです。

　めくるというのは、映像と比べても――あっ、うちは父が映像の

作家で、監督をしたり、プロデューサーをしたりしていたので、実

は映像一家なんですけど。絵本と映像の違い。自分が絵本を最初に

素晴らしいと感じたのは、子どもの頃じゃなく 23 － 24 くらい、

大人になってからです。次々とくり広げられる場面とか台詞を、映

像の場合は「享受」するのに対して、絵本は自分の時間、リズムで

めくっていく。私はさきほど、作家としてこういうリズムで作って

いるという感じで本を読みましたが、読者のかたはもっと違った、

それぞれのリズムや時間で読んでくださればいい。

　以前、大阪のかなり関西弁が入っている「ますだくん」や、山口

の 70 歳ぐらいの読み手のコアな山口弁の「ますだくん」を聞いて、

非常に目からうろこが落ちて、そのときに、「本というものは、自分

はこうやって作るけれども、手に取ったときから読み手のものにな

る」ということを非常に感じました。そういう、一方的なものでは

ないという面白さが本にはある。今、皆さんがいろいろ読書運動で

読み聞かせをしていますが、どんなふうに自分の本がバリエーショ

ンをつけてもらえるか、こっそり見に行くのがすごく楽しみです。

　あるいは、今、読書教育の中で、子どものがわに読みきかせさせ

たら楽しいのではないか、と。自分の中へ一回取り込んだものを、

自分なりのものにして人に伝えることができる。絵本はそういう非

常に柔軟な媒体だと思っています。

　さっき手話の方とお話をしたのですが、「絵本」は、手話ではこ

の組み合わせで表すそうです。「絵」、「本」、「描く」、（描いたものを）

「開く」、ということで「絵本」。絵本の基本的な姿が表現されてい

ます。安曇野ちひろ美術館に行くと、巻物からずっと連綿と続いて

きた絵と文章の組み合わさったものとか見ることができます。江戸

時代あたりになると、とじた絵本が出てきて、あっいまと変わらな

い！と、感激。時代考証が違っていたらすみません。確かめるため

には安曇野ちひろ美術館に行ってみてきてください ( 笑 )。

　話が戻って、さっきのユニバーサルデザイン絵本コンクール・

2010 年に参加させていただき、いろいろ驚きがありました。今

日、装演してくださったかぐや姫のお話をそのときにはじめて見ま

したが、これを絵本と言っていいものかということは疑問に思いつ

つ、本当に面白いアプローチだな！と思いました。今回の応募先品

は低い年齢やアマチュアのかたの素敵な作品を見せていただきまし

たが、２０１０年は自分たちが装演しながら全国を回っている、そ

の道ではプロと言うのでしょうか、そういう人たちの作品の創意工

夫がすごく面白かったです。

　私は、オノマトペといわれるいろいろな擬音とか、そういうものが

すごく好きです。例えばＵＤ絵本の中で、さっき先生がおっしゃった

触る絵本は、めくっていったときに、ざらざら感とか、「おっ」とい

う感じがあります。これは、私がめくったときに擬音で「ざっ」とや

るような、ああいう役目も担っていたりして、なるほどと思いました。

　あと、僭越ですが、、、ロービジョン。私の絵は線とはっきりした

色なので、ロービジョン用の本が自分にもできるのかなという気持

ちになったりもしています。今後、ＵＤ絵本とかいうのが絵本とし

てもっと認知されるためには、プロの人たちが入っていったほうが

いいかなと。絵本はいろいろなカテゴライズとかあって、きっと自

分の絵本はここら辺に入るのかな、入れてもらえないかなとか思い

ながら、さっきお話を聞いていました。

　ただ、自分的には、人に伝えるということはエンターテインメン

トしなければいけない、これは最低の基本であると思ってます。い

ままだ特殊な絵本は選択肢が少ないです。読者はもっとたくさんの

幅がある中で選ばせてあげたい。選ばれるように作り手はもっとエ

ンターティメントする。しのぎをけずる。いいものを作る。ですが

今日、いろいろなバリアフリー絵本、ＵＤ絵本を見て、マーケット

にのせるのはなかなか大変だと感じました。製作費の問題です。日

本の政府はつまらないところにお金を使わず、こういうところにこ

そお金を出し、バックアップしなくてはいけないと切に思います。

　私は以前、絵本学会に入る前に、講演をさせていただいたことが

あるのですが、そのときにコーディネートをしてくださった広松由

希子さんが、打ち合わせの時に私が「エンターテインメント」と馬

鹿の一つ覚えみたいに言うことを面白がってくださって。講演の中

で「武田さん、わたし辞書ひいてきました！」と。「『エンターテイ

ン（Entertain）』という言葉があるんです。武田さんがよくエン

ターテインメントと言うけれども、「エンターテイン」というのは

そもそも「もてなし」という意味。だから、武田さんは、やっぱり

作り手側としてこどもたちをもてなしたいんですねえ。そういう気

持ちって素敵ですよね。」ということを言ってくださいました。私は、

それをすごくすごく大事にこころの中に抱えて、事あるごとにエン

ターテインでいこうと思いながら本を作っています。ちょっとＵＤ

から離れてしまいましたが、作り手としての本の話をさせていただ

きました。ありがとうございます。（拍手）

司会　ありがとうございました。

 

質疑応答・意見交換

司会　では、パネリストの方に壇上にお戻りいただいて、会場から

パネリストの方に何かおたずねになりたいことや、あるいはご意見

等があればそれを伺いまして、最後にパネリストお一人ずつからま

とめをお話しいただきたいと思います。

　

竹内　横浜のフェリス女学院大学から来ました竹内と申します。池

上先生のブラジル人学生の絵本のお話を大変興味深く拝聴しまし

た。視点としてとても面白かったのですが、私は、そのプロジェク

ト自身――ブラジルの子どもたちのバトンということもすごく大事

だと思いますが、そういうことが日本人学生に対してどういう影響

を与えていくかというのもすごく大事ではないかなと思うんです

ね。ブラジル人卒業生や大学生の取り組みは、先生のゼミをはじめ

日本人学生たちの、共生とか、そういうことに対する意識をどのよ

うに変えていったか、そこら辺をお話しいただけたらと思います。

池上　ご質問ありがとうございました。とてもよいご質問をいただ

いたことをうれしく思います。今日ご紹介したのは、今年度やって

いるプロジェクトの一部でありまして、実はほかにも、今年 10 月

にある展示のプロジェクト ( 多文化共生に関連したコンテンツにポ

ルトガル語と日本語のバイリンガルで説明を加えた展示会 ) を行い

ます。その実行委員長はやはり日系ブラジル人の学生です。そこに

は日本人の学生も多々入っています。

　また、私が持っている「多文化共生論」という授業の中で、彼

女らがはままつグローバルフェアで話した 15 分ほどの映像を見

せます。学生たちの反応――授業の最後に書いてもらうペーパー

は、「非常に感動した」というメッセージで満ちあふれていました

し、中には、実際にその場で感動の涙を流した学生もいました。

私がその翌週、学生たちに、こんな感想があったよと紹介したう

ちの１枚は、日本人のある学生の紙です。「彼女らの決意が胸に響

きました。でも、同時に思った、負けられないぞ」と書いてある

んですね。

　それをフィードバックして共有することで、普段はにこにこ笑っ

ている仲間たちが、大変な苦労をして今ここにいる、ということ

をみんなで共有します。共有するだけで終わらずに、私どもの大

学ではさらに、同じ仲間として展示のプロジェクトに加わるとか、

学生支援のプロジェクトに加わるとか、そういう仕組みを幾つも

持っています。それが相互に連携し合いながら、本学は、浜松に

ある公立大学の地域貢献の一つとして、多文化共生の取り組みを

進めている、ということになっております。

司会　ほかに何かご質問、ご意見があれば挙手願います。

林　京都造形芸術大学の林絵美という者です。武田美穂さんに質問

させていただきたいのですが、先ほど、エンターテイン（もてなす）

を意識して制作しているとお話しされていましたが、もてなすとい

うことをどのように意識されて制作されているのかをお聞きしたい

です。

武田　ありがとうございます。「もてなす」と言ってしまいましたが、

例えば作家は、書いているうちに、ターゲット年齢を意外とみんな

持っています。大人の本は大人の本としてありますが、子どもの本

の場合は、意外と細分化されていて、12 歳ぐらいの人にあてて書

くのが好きな人とか、なんかそれがある。私なんかは、もっと小さ

いかたたち。すべての人たちが見られる絵本を最初から目指してい

るという方もいますが、私はどうしても子どもに向けて発信をして

います。

　ただ、その発信は、「子どもに向けて」といっても、70 歳の人

も心の中に７歳と８歳を持っているのです。そこら辺に呼応したい

なと思っています。だから、自分の中の７歳、８歳が、皆さんの中

にいる７歳、８歳にどう呼応して、どう面白がってもらえるかとか、

なんかそういうようなことをすごく考えながらやっています。

　私は絵本作家になる前に図書館でアルバイトをしていて、ある日、

『よあけ』という本の読み聞かせをさせられました。それが淡々と

した暗い映像で、朝になると突然緑の画面になる。そのときに、す

ごいめくる映像技術に感激して、「私、これ絶対やる」と思いました。

今、自分で何を言おうとしているのか分からなくなってしまいまし

た（笑）。すみません。皆さんをもてなそうと思って、めくりをや

ろうと思っています。あとでちゃんと話がまとまったら言いに行き

ます。すみません。
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林　ありがとうございます。

瀬戸口　こんにちは、九州産業大学の瀬戸口信悟といいます。さっ

きちょっとデジタル絵本の話が出ました。バリアフリーとかＵＤ絵

本の話も出ました。僕もデジタル絵本のことを考えることがあって、

デジタル絵本についての可能性を皆さんに聞きたい。どういう可能

性がデジタル絵本に見られるか。

　僕の意見としては、本を読んだのですが、難聴の障害を持った両

親から生まれた五体満足の健康な子が、絵本の読み聞かせとか足り

なくて、コミュニケーション能力が低く、閉鎖的な性格になってし

まった。そういうのは、デジタル絵本とかで、声も出るし改善され

るのではないかなという可能性が僕には見られて、バリアフリー絵

本とか、ユニバーサルデザイン絵本とかにおいて、とてもいいので

はないかなという考えを持っています。何かそれについてどういう

お考えをお持ちなのか。

司会　今回の大きなテーマになると思います。撹上先生からお一人

ずつ簡単に、こういう可能性があるのではないか、あるいは、こう

いう問題もあるのではないかということを、今、お考えになってい

ることで結構ですのでお話しいただけないでしょうか。

撹上　私がかかわっている分野でも、電子絵本というか、ＩＴを使っ

た絵本の進出がすごくあって、ユニバーサルデザイン性はやはりす

ごくあると思っています。特に、視覚的なもので情報が得られない

ような障害というか、そういうような人たちにとっては情報障害も

起きますので、そういうものに対しては非常に力があると考えてい

ます。絵本に関しては、障害にマルチに対応する絵本として、マル

チメディアデイジーという取り組みが今あります。

　私の中では、電子絵本というのは、まだまだどうなっていくの

か整理がついていないところもあります。情報を届けるという点

でのユニバーサルデザイン性はすごくあると思いますが、武田先

生がしきりに皆さんに訴えていた、絵本が持つ、人との関係を紡

いでいくような面とか、ものと触れていくような、もっと五感全

体に訴えてくるようなものの中にあるものは、電子絵本の中では

どういうふうになっていくのかというのは、まだちょっと自分の

中でも整理し切れないでいますが、ユニバーサルデザイン性とい

う一つの方向としては、非常に力を発揮していくということはあ

るかなと考えています。

古瀬　テキストなり絵が、データとして使われているかたちに取り

あえず収納されている。それを受け取る側が自分の使える能力に応

じて取り出すことは、可能性としてはある。普通に印刷された絵本

であれば、視覚的に情報をとれない場合は困難、というのがあるわ

けですが、インターフェースをうまくつくればそれを乗り越えられ

るであろう。現在は、インターフェース――情報を与えるというか

たちは、完全にほかの手段としてはまだできてないと思いますが、

多様なものがもっと出てくれば、今まで以上に楽しめる、楽しめな

かった人がもっとずっと減ることになるということだけは言えま

す。具体的にどういうふうに展開するかというのは、私はそういう

技術を開発している立場ではないので分かりませんが、データが使

えるようになっているということは非常に有望な段階だ、というふ

うには申し上げられます。

池上　私自身は、絵本という媒体を通じて、生身の人間同士が対峙

する、つまり一つの時間と空間を過ごすことがとても大事であろう

という考え方を持っています。ですから、デジタル絵本で、今おっ

しゃられたことを、例えば生身の人間が何らかのサポートをする仕

組みをつくることも重要ではないか、というのが考え方の大前提に

なります。そのうえで、デジタル化することのメリットを、今日の

私の発表との兼ね合いで多言語化という観点からちょっと考えてみ

たいと思います。

　浜松市では、さまざまな外国人に向けて多言語情報を発信してい

まして、その中には、カナル・ハママツ――カナルというのは水路

ですあるいはチャンネルという意味です――という動画サイトも含

めた多言語情報の提供があります。ユーチューブにリンクが張って

あって、例えば中国語の説明で見ることができるし、ポルトガル語

での説明もあります。映像は全く同じですが、言語が違うものをか

ぶせてあります。

　例えば、同じ絵本に対して、中国語を選ぶと中国語の音声が出

てくる。ポルトガル語であればポルトガル語、そういう対応がデ

ジタル化は非常にやりやすいのかなと、お聞きしながら思いまし

た。直接の回答ではないですが、関連した情報としてお伝えした

次第です。

森　私も直接デジタル化というのはよく分からないのですが、ＩＴ

技術と絵本に関しては、私は単身赴任みたいなことをしていたこと

があります――小さい子どもが日本にいて、私は仕事でほかの国と

いうことがあったのですが、その時、私が絵本を読んだのをカメラ

で写して、ユーチューブにのせて、とか、動画をファイルにして、

それを子どもに送って、子どもは私が絵本を読んでいるのを見られ

る、というようなことで使いました。そういう意味では、デジタル

絵本ではないですが、テクノロジーを利用して、遠い距離でも親子

のコミュニケーションを保つ、という工夫はしたことがあります。

武田　デジタル絵本、でも、分けて考えればいい。デジタル絵本に

できること、普通の本にできること、それを組み合わせてできるこ

と。共存共栄みたいなことが望ましいと思います。

　ただ、本でも、デジタルでも、何でも、読んだ人が面白くなかっ

たら、本を読むことを嫌いになってしまったらいけない。だから、

そこら辺は、本当に頑張って、頑張って、いいものをいっぱい作っ

ていかなくてはいけないなとすごく思います。

　それから、さっきの続きですが、図書館にかぎっ子がいっぱいい

て、４年生の女の子がそこの主でした。私のところに、「本、読め」

と持ってくる。「感情がこもってない」とか、「へたくそ」とか言わ

れながらいつも本を読んでいました。

で、新刊が来て、読めと言われて読んでも、何ページかで、つまら

ないと「もういいよ」と書架に返しに行ってしまうのです。大きな

責任を感じたりしました。「あの本はいいのに私の読み方が」とか。

あらゆる意味で、本を子どもたちに伝えようという人たちは本当に

頑張らなければいけない。いまだにその子の顔が目に浮かんだりし

て、「閉じられない絵本を作りたい」みたいな、さっきのはそうい

う話でした。すみません。

司会　ありがとうございます。まだまだ皆さんお感じになっている

こと、お聞きになりたいことがあると思いますが、時間がまいりま

した。明日のラウンドテーブルでは、「ユニバーサルデザイン絵本」

ということで、撹上先生と武田美穂先生においでいただきます。ま

た、「ものとしての絵本」ということで、京都造形芸術大学の佐藤

先生のコーディネートのもと、アーティストの藤本由紀夫さん、そ

して、本学のデザイン学部生産造形学科の佐井国夫教授が話題提供

者として入りますので、ぜひ今日の話を発展させていただければと

思います。

　最後に一言ずつ、パネリストの方から、何か本日の感想等をお聞

かせいただいて終わりにしたいと思います。

撹上　今日はありがとうございました。いろいろなお話を聞いて、

自分の中でいっぱいいっぱいですが、絵本が向ける眼差しの中に自

分が入っている、そういうことが人に与える力というか、共に生き

ていくことのうれしさが、絵本を通してもっともっと広がっていく

といいかなと改めて思いました。

古瀬　私の専門は建築、まちづくり、ユニバーサルデザインですが、

まちづくりの絵本はけっこう前から作られていますが、ユニバーサ

ルデザインの中身をメッセージとして伝えるのに的確な絵本は、ま

だ十分に世の中に出回っているとは言えない状況なので、なんとか

それをしたいなとちょっとは考えつつ、でもいまだに手がついてな

い、なんとかしようとこの場で考えました。

池上　私は、先ほどいただいた質問のあと少し考えたことを、補足

的に語って終わりにしたいと思います。今日、私の発表では、本学

のブラジル学生が卒業制作で作ったバイリンガル絵本が、思いのバ

トンとして使えるのではないかという話をしました。ブラジル人の

小学生やその保護者にとってみれば、そのバトンを持って自分の家

にやってくる大学生たちはまさに大学進学を果たしたロールモデル

であり、そのロールモデルに直接接する機会になるというメリット

があります。

　そして、当事者の外国人学生たちにとってみれば、自分たちの持っ

て生まれた境遇は、決してこの国で生きるうえでのデメリットでは

なくて、いろいろな人たちをつないでいくことのできる資質なのだ

という認識を持つ、いわばエンパワーメントの機会になるのではな

いか、という考えを持っています。

　日本人の学生や日本の社会にとってみれば、今、日本の社会では、

移住第２世代という新しい人たちがどんどん高等教育を受けて社会

にはばたこうとしている、そういう状況だということを知ってもら

う機会になるだろうと思っています。

　１冊の絵本ができることは小さいですが、今申し上げたような大

きな認識の変革につながるような、そういうきっかけになっていけ

ば素晴らしいなと思って本日の私の発表とさせていただきました。

ありがとうございました。

森　ちょっとあえて挑戦的なことを言わせてもらうと、私も絵本は

大好きで、子どもにも読んで聞かせたりします。絵本に限らず、本

は非常に重要なことだと思うんですね。ただ、そういうものだから

こそ、絵本は必ず好きにならなくてはいけないとか、絵本が嫌いな、

または本が嫌いな子どもは駄目だみたいな、そういうふうになんと

なく思ってしまうような傾向があるような気がするんですね。

　本は重要ですが、嫌いな子もいる。嫌いだからといって別に悪い

わけではない。絵本学会は絵本が好きな人がたくさん集まる会です

が、嫌いでもいいんだということを、ちょっと心の片隅に置いてい

ただければなと思います。

　デジタル化が、本が嫌いな子、彼ら、彼女らが好きになるような、

何かそういう役割を果たしてくれるといいのかなと思います。

武田　今のはすごくいい意見だと思います。私には弟がいて、全

然本を読まなかったのですが、今、私よりもずっと立派な社会人

になっているので、別に本を読まなくても全然かまわないかなと

か思います。

　本当は、今日、私はいろいろ質問を振ったりして橋渡しの役をす

るつもりでした。今日は、（皆さん）魅力的で面白いお話でしたが、

難しいことも多く、質問ができなくて、橋渡しができずにすみませ

んでした。

　ランドテーブルでは、すごく身近な感じで皆さんとお話をしたい

と思いますので、できれば明日ご参加くださいますよう、よろしく

お願いいたします。

司会　まだまだ皆さんお聞きになりたいこともあると思いますが、

このあとの予定もありますので、申し訳ありません、ここでシンポ

ジウムを終了させていただきます。

　なお、このあと、部屋を出たところで武田美穂先生の絵本の販売

等、サイン会を行いますので、ぜひお越しください。

　最後にちょっとだけ宣伝させていただきますと、ユニバーサルデ

ザイン絵本コンクールは今年度も行います。皆さんのお手元の袋の

中に絵本コンクールのちらしが入っているかと思います。９月 30

日締め切りですので、ぜひご応募いただきますようお願いいたしま

す。では、長いあいだ、ありがとうございました。（拍手）

［文責　林 左和子］
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「スズキコージ解体！」　
【ゲスト】　

スズキコージさん　松本猛さん（第１部・第２部）

小野明さん　澤田精一さん　筒井大介さん　土井章史さん（第２部）

【主催】　

絵本学会企画委員会（武田美穂／原島恵／今田由香）

【日時：会場】　

2012 年12月22 日（土）　東京都　日本女子大学　新泉山館

第１部
アカデミックとアカデルミック

松本：今日はみなさん、よくお集まりくださいました。ありが

とうございます。絵本学会の松本と申します。マヤ暦では昨日

で暦が終わって、今日から新しい世界が始まるそうです。絵本

学会も、今日から新しいイメージに変わっていくだろうと思い

ます。変わるには何が一番良いかと考えて、やはりコージさん

だろうということになりました。今日はコージさんをゲストに

招いて、解体しようということで、始まります。

　コージさん、よくいらっしゃいました。今日はよろしくお願

いします。

スズキコージ：はい。みなさん、今日は雨降りの中、ありがとう。

こんにちは。

松本：今日は「スズキコージ解体！」なんですが、解体した後

にどうやって組み立てるかというのが、大変なんです。打ち

合わせをしていないんですけれども、まずどこから解体をし

ようか、ということを考えて。ここは何しろ絵本学会ですから、

アカデミックで。

スズキコージ：あの「アカデミック」ってこちらが言うと、僕は

「アカデルミック」ってね、垢が出る方で。実際にあの、スズキ

コージズキンの「アカデルミック展」ってね。今まで東京で何回

か、そういう展覧会をやりましたけど。まあ垢がでる。

松本：その「アカデルミック」を、どうやって「アカデミック」

に解体するか、というのが今日の課題ですね。スズキコージと

いう人間がどのように構成されてきたのかを分析する。これが

常道のひとつです。もうひとつは作品。作品を見て、それを分

析していく。常識が通用するかしないかは、ちょっとわからな

いですが。まずは、そこからいこうかなと思います。『スズキ

コージズキンの大魔法画集』のインタビューに書いていないこ

とから。

スズキコージ誕生

松本：何でコージさんが、この世に誕生してきたんですか。

スズキコージ：ふふぇふぇ？

松本：どんなお父さんとお母さんの間に、生まれたのでしょうか。

その辺を教えてください。

スズキコージ：あー、ん、まぁ、僕は生まれが静岡県の浜北市、

現在の浜松市浜北区なんですけど、まぁ、そこで生まれました。

なんと僕の親父が 94 歳、母親が 90 歳。ふたりとも現役でいま

す。浜松の奥地。その奥は天竜二俣なんて言いまして、秋野不矩

さんがお生まれになったところで。それで、僕の親父が大正何年

かの生まれで、今は 94 歳で、もう全盲です。もう目が見えなく

てこんな、スティーヴィー・ワンダーみたいに、こんなふうにやっ

てますけど。

松本：大正６年？

スズキコージ：ですかね、94 歳。太田大八さんとほとんど年が一

緒じゃないかと。

松本：うちのおふくろと一緒だと思いますよ。

スズキコージ：あと、やなせたかしさんとかね。同じ年だと思い

ます。それで僕の親父が、小さい頃、天竜二俣の尋常小学校の頃、

秋野不矩さんに絵を教わったことがある。この前思い出した、と

かって言ってましたからね。

松本：へえ。

スズキコージ：で、なんとあの、僕のおじいちゃんの兄弟かなん

かに、鈴木鹿之介っていう放浪の絵描きさんがいたっていうこと

が、数年前にわかったんですけど。その人は、まぁ放浪だから、

たまに帰ってはきたんですけど、天竜二俣にね。俺の親父は絵を

見てたと。で、どんな絵かといっても ...。絵を説明するというこ

とは、すごく難しいことで。絵も、何も残ってない。

松本：残っていない？

スズキコージ：残っていない。僕は見たい。で、ある日、また「いっ

てきます」って言ったまま、帰ってこなかったっていう。鈴木鹿

之介という人は、僕のひいおじさんっていうんですかね。なんて

言ったらいいのかな。明治の人です、きっとね。

　だからもし皆さん、日本全国あちこちに行って、ぼろぼろの古

い旅館なんかで「鈴木鹿之介」なんて書いてあったら、ぜひ連絡

ください。僕が見たいです。

松本：「しか」は ... 動物の鹿ですか？

スズキコージ：はい、鹿です。僕のもう亡くなっちゃった、天竜

川の船頭、筏流しの、背中に天竜下り刺青とかしていたおじいちゃ

んが、鈴木森太郎っていう名前。僕の盲目の親父が鈴木力男って

いう、力の男っていう、すごいみんな、なんか力の、気合の入っ

た名前なんですけど。

松本：お父さんも昔は、絵を描いていらしたんですか。

スズキコージ：そうなんだよね。僕の親父は、結局赤紙がきたんで、

まぁ中国の侵略戦争にね、連れていかれて。それで、まぁ、なん

とか命だけはあって。それで帰ってきて。

　僕が小学校１年生のときなんか、親父も絵を描いててね。結構

真面目な丁寧な絵でね。僕が絵を描いてると ... 気に入らないとき、

僕の絵を見て目の前で破っちゃったり。そういう過激な親父なん

です。絵心はあったな。

松本：お母さんは？

スズキコージ：母親は ... おっかさんは、書の方ですね。おっかさ

んの親父は、名古屋駅の副総裁やってた。それで、日中戦争が始

まって、家族 ... 母親の家族全員、北京の隣の張家口という、万里

の長城が始まるあたりの官舎に引っ越して。その辺はまだ、暮ら

しぶりが良かったらしいのね。女中さんがいたっていうからね。

で、どんどん日本はもうダメになって、敗戦になっていくんです

けれども。

　駅長さんやってたおじいちゃんが、書が得意で、もうすってん

てんになって日本に戻ってきてから、表札書きの仕事やってたと

いう話は、聞いたことがありますから。母親はそれ受け継いで、

いまだに書道ですね。書いてます。

松本：じゃあ家には、もともと画材だったり筆だったりっていう

のは、あったんですか？

スズキコージ：そういうものは、なかったですね。親父もね、まぁ

たまに気が向けば ... ちょっとセクシーな河童描いて。そういうよ

うな感じの ... ちょっと水墨画を楽しむ。母親はちょっと何ですか

ね。母親の方がもっと本格的だったんですかね。

松本：そういうご両親のもとに生まれて、物心つく頃から絵は描

き始めていたんですか？

スズキコージ：前にＮＨＫの「わくわくラジオ」とかなんとか、

朝の８時頃の番組があって、生放送に出たことあるんですけど。

ＮＨＫの女性のアナウンサーが、「コージさん、産まれたとき、ど

んなふうでした？」って聞くから、「産まれたとき、手に筆を持って、

おっかさんの胎盤に絵を描きました」って言ったら、全国に放送

されちゃったんですよ。そのときに僕の田舎では、おっかさんが

近所のね、友達おばさん連中を集めて、じーっと聞いていたらし

くてね。それで「あんた、あんなことをね、言うもんじゃないよ」っ

て叱られちゃったりしてね。

松本：胎盤に絵を描いた…。

スズキコージ：まぁ、ようするに、そのくらい幼い頃から描いて

たということです。

松本：はい。

スズキコージ：まぁ、終戦直後、僕は、1948 年、昭和 23 年生

まれですから。僕の田舎は、もうとにかく、道路とかアスファル

トの道とか何もなかったですからね、だからもう釘で地面に絵を

描いたりね。そういうことに明け暮れてて。まぁ、親父が帳面買っ

てくれると、そこに絵を描いたり。まぁそういう絵は得意技ですね。

寝るときに布団の中でも描いてましたから、楽しくてしょうがな

くてね。

松本：それはもう小学校、中学校もずーっと絵を描き続けてきて

いる？

スズキコージ：えぇ。そう。もぅだんだん、中学なんかになると

ね。だんだん、ああいうの思春期っていうのかね？だんだんあち

こちにこう、毛が生えてきちゃったりして。なんか体が痺れちゃっ

たりして。これ俺どうなっちゃうんだろうってね。皆さんもそい

う経験あると思うんですけど。そのうちに、だんだんこう ... 火山

の爆発っていうんですかね。わっ、今にくるぞーっていうのがね、

それが 17、8 歳のときに、ここから頭が割れて、ボルケーノですね。

松本：火山ね。

スズキコージ：「大千世界宇宙大爆裂」って、自分で名前をつけて。

今、東京の天文台の「星と森と絵本の家」というところで、「大千

世界宇宙大爆裂」っていうね。神戸で今年描いた絵が、大きな絵が

飾られていますから、物好きな方、ぜひ、天文台に行ってください。

浜西高校「メンソレータムヌタクル団」

松本：中学の頃、絵描きになろうと思い始めたんですか？

スズキコージ：絵はね、絵は続けて描いてくだろうと思っていた

けど、絵描きっていうのもよくわかってなかったから。絵は描い

ていくだろう、っていうようなことですね。

松本：高校のときにその…爆発するわけでしょ？

スズキコージ：はい。

松本：で、爆発して、なんかあの、家の中でもサルビルサ語を話

し始めたという ...

スズキコージ：あっ、それは ... 高校時代ですね。

松本：高校時代。何でその、通じない言葉を話し始めたんですか？

スズキコージ：何でって言われても ... これまぁ本当に、さっき言っ

た来るべきものっていうね。オールネット・コールマンの、アバ

ンギャルドのはしりのレコードに「世紀の転換」というのがあり

ますけれども ... まぁ、予感があって。まぁ来るなぁって感じですね。

そしたらその自然発生的にですね、言葉が ...「○！※□◇＃△！ ( サ

ルビルサ語 )」

松本：「日本女子大学、とっても素敵な女性が山ほどいる」（サル

ビルサ語通訳）

スズキコージ：まぁ、そんなんでいいです。とにかくね、ちょっ

と今イタリア語 ... 今日、新幹線のなかでシチリアとの会話なんて

いうね。あのシチリアの作家でね。ちょっと読んでたものだから、

ちょっとイタリア語が入っちゃいました。

松本：あの、それは家の中でそういう言葉を喋り続けていたんで

すか？

スズキコージ：うん。まぁ、高校２年生の頃に、授業中に、例え

ば友達、隣の友達に授業中に赤鉛筆借りるときに、「○！※□◇

＃△？？？（サルビルサ語）」とかって言って。それでまぁ隣のや

つは最初ものすごく、ものすごく目を丸くしてね。もう授業中で

すからね、もう、「赤鉛筆」って言えばね、大体わかるわけよ、大

体ね。そのうちそれをしょっちゅうやるもんだから、段々あの、

隣のやつも慣れてきて、彼もめちゃくちゃ語喋るようになるんだ

よね。で、僕がなんか言ったら、彼なりのむちゃくちゃ語を話す

わけね。そいつからまた波及して、ようするに僕のクラスは、も
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うほとんど全員がむちゃくちゃ語をね、サルビルサ語が出来るよ

うに。そういう状態で楽しかったです。

松本：そうですか。高校のときは、かなりおもしろい時代を過ご

した？

スズキコージ：もう高校時代は、あれがなかったら、今ここに座っ

ていないくらい、あのもう色んなアイディアが、もう火山がこう

〜ってなっていますから。次々といろんなことを。

　例えば実存主義とかにかぶれてて、『嘔吐』なんて友達に借りて

読んだけど、さっぱり意味がわからない。読めば読むほど謎が深

まるばかりで。まぁ、「嘔吐」っていうのを字引で引いたら「吐く

こと」ってでたから、すぐ近くにどぶ川があって、端から覗くと

犬の死体が浮いて、ものすごいあれだけど、それを覗いて「うっ、

うぅ」とか、もう「嘔吐」。それを録音している友達がいたりなん

かしてね。それであと水の、どぶ川の水の音を綺麗に録音して、

教室にもっていって、それをかけたりするわけです。それで知ら

ない奴はもう「谷川岳の川の音じゃない」とか言って、「おう。よ

くわかるな！」って言ってね。そうやって、まぁ。

松本：その時代はさぁ、ちょうどビートルズがすごかった時代じゃ

ないですか。

スズキコージ：えぇ、ビートルズ。聞きましたね。

松本：そうでしょ。そういうのには接触していたんですか？

スズキコージ：えぇ。僕のうちはまだ、テレビを買ってもらえなくて。

で、友達のとこに行くと、白黒テレビですね、丸っこいね。それで

そこで遊んでいると「リバプールからすごい連中がでてきました」っ

て言ってね。ビートルズが、かっこよく出てきて、「ジャ ジャ ジャー

ン」とかって。それで、その友だちのおっかさんが僕の頭を見て「あっ、

コージ君の頭、あんたの方が不潔だけど、この人たちと似てるじゃ

ん」、そう言ってくれたりして。もうビートルズのコピーじゃなくて、

すでに髪の毛がボロ雑巾みたいになってたんですよ。ええ。

松本：ビートルズ関係なしに、もう長くしてた？

スズキコージ：えぇ、長くしてました。で、そのうちにビートル

ズのレコード、当時高かったですからね。ドーナツ盤にしても確

か 350 円とか。あれがなかなか買えなくて。で、友達をレコード

屋に連れていって。もう買うようにこう ... 仕向ける。こうね、「プ

リーズ・プリーズ・ミー。こっちのこれがたまらなくいいいんだよ」

とかってうまいこと言ってね。「そう ... そうか？」とかって金を出

さして。で、まだそいつの物だから。それで多分一週間くらいし

たら飽きるだろうと思って。で、また、プレーヤーだけ持ってた

から。で、そんで、押入れの中で聞いたりして。

　まぁ、ビートルズのやったことって言ったら、イラストレーショ

ンって言葉に近い、もうその通りかもしれないね。今までの画壇

というか、アカデミズムの画壇から、彼らはもう飛び降りちゃっ

て、エプスタインという天才的なアートディレクターがいたわけ

で。そうやってビートルズは世にでたわけですけれども。もうも

しエプスタインがいなかったら、あの初期の頃のポール・マッカー

トニーとかジョン・レノンとか、二人で便器を首から下げて舞台

でおしっこしちゃったり、それで演奏してたみたいなね。本当に

もうならず者っていうかね。野良犬みたいな感じで、演奏してた

らしいですけどね。だからちゃんと彼らの髪の毛も清潔に、長髪

でもいいから清潔にして、みんな舞台では絶対おしっこしないよ

うに。そういうようなあの ... 手なずけるっていうか ... そういうこ

とをして、で、ああいう野生児たちをですね、世の中に出してっ

たという、才能がある男がいたわけですよ。で、それはやっぱり

すごいことだったなと思うんですけどね。

松本：野生児コージさんを、密かにサポートした先生がいたみた

いじゃないですか。

スズキコージ：はいはい。友達もね。さっき言った伝染していっ

た友達。あと僕と一緒に遊んでくれた友達にしてもね。もう何人

かあの世にいってしまってますけど。まぁ、秘密結社を作ったり

してですね。

　あのー、「メンソレータムヌタクル団」っていう。みなさんもご

存知だと思うんですけど、メンソレータムですね。あの、あれでバッ

チを改造して、学生服の裏に隠しておいて、僕らの活動ってのは、

まぁ、あのー、石橋伸太郎っていう、一字違いで「石原慎太郎」に

なりますけれども。彼は今、中小 ... 町工場の社長をやってますけれ

ども。彼がメンソレータムの愛用者でね。学生服の裏に絶えず２、

３個持っていて、いつも。で、つけたりしてね。で、そのうちに「コージ、

やるか？」って言って、１個もらったりして。で、メンソレータム

ヌタクル団を結成して、それでどういう活動したか、っていうと、「早

弁」っていってまぁ、新幹線で浜松の駅、みなさん通るときに浜松

方面にこんな白い二階建くらいの校舎があって、あれが浜松西高な

んです。僕はあそこにいました。そこで、こっちに太平洋が見えてね。

もうあの昼過ぎになると、もう早弁食べちゃって、みんなほとんど、

もう物理の授業になると、寝てる連中が多くて、こんななって。で、

その連中に、練りに練った、みなさん、目にです！「ぬたくる」っ

ていうんですけど。メンソレータムヌタクル団という、秘密結社で

すけど。それでもう「ひー」ってなって。まぁ、そういう活動ですね。

松本：ちなみに、来年（2013 年）６月の絵本学会大会は浜松で

開催します。コージさんは特別ゲストです。彼があのー、「メンソ

レータムヌリタクル団」じゃなくって、なんだっけ？

スズキコージ：「ヌタクル団」

松本：「ヌタクル団」。その時の活動場所も見学する事が出来ます

ので、是非来年の大会に参加して下さい。

スズキコージ：それでまぁ、今日ここ、日本女子大学ってことで、

今まであんまりこういうとこで話さなかったことを、ひとつさせ

ていただきましたけど。

絵を描いていく

スズキコージ：僕が浜松西高っていうね、まぁ、どっちかっていうと、

真っ赤かな学校でね。共産党の先生が多かったせいで、労働問題と

かをやっている先生が多くて。そこの生徒会長が、本当まっ赤な、

じゃない、真っ黒の学生服をあの、頭の中はまっ赤っかみたいなね。

生徒会長がのこのこやってきて、「このクラスの鈴木君に、ぜひ学

園祭の看板を描いていただきたい」「あぁ、やりますよ」「内容は、

勇気と友情と団結。これをぜひ盛り込んであの、畳三畳くらいの大

きな看板を作りますから」って言って。僕も張り切っちゃって。「も

ちろん。勇気と友情と、なんだっけ？」「団結」「あっ団結ね。わかっ

た」って、描いた絵が、ろれろれ人っていうんですか。「ろれろれ

ろれろれろれろれ」ってね。もうとにかく世界はろれろれ族って、

ああいうのに狂ってましたからね。ろれろれ族ってのはこうゆう風

に舌をだしてこう「ろれろれ」ってやるんです。そのろれろれ族の

若い男女を画面いっぱいに描いた。それで生徒会長を呼んできたら、

すんごい青ざめてまして、なんかもう失神って感じですね。「あぁー、

もう、君に頼むんじゃなかった」って口に出しては言わなかったけ

ど、もう体全体で表していました。それでかわいそうだったんです

けどね。だけどもう、もうね、出来上がっちゃって立ててあるんだ

もの。ろれろれ族とか書いてないけども。アートってのは恐ろしく

てですね、ばーんって、わかりますからね。まぁ、「西高の学園祭」っ

て文字は入ってるんですよ、ちゃんと。そういうことがあって、物

議を醸したということがありました。

松本：一応、高校卒業して美大に挑戦したとか？

スズキコージ：えぇ、まぁ、その前に色々絵に進む連中が僕のクラ

スに５、６人いたのかな？あの当時ね。で、みんな、東京芸大とか

武蔵野美術大学（ムサビ）とかね、行きたい連中。僕もムサビの専

修科ってのが一番授業料が安くて、親にも迷惑かけないくらいの値

段で、なんとか借金していずれ返せるな、みたいなのがあったりし

て。で、そこを一応受けて。で、東京芸大ってとこも受けたんです

よね。

松本：あの当時、確か授業料が年間１万２千円だったと思うん

ですよ。

スズキコージ：そう、多分。そんなこともう僕覚えてないけど、安かっ

た。国立はね。それで一応東京芸大の校庭に入ってたらですね、も

う綺麗なビートルズみたいのがどわーっているわけですよ。「うわー

すげーな、俺もう田舎のどぶねずみ」みたいな、もうみんな垢抜け

てるんですよね。ビートルズスタイルの男の子と女の子とね。もう

あの頃、もう全盛だったですもんね。ファッションもね。みんなき

まっていて。うわぁ、これ俺、ビートルズ超えてるか ... こういうビー

トルズも大好きだけれども、なんかちょっともう、通り越しちゃっ

たみたいなのも感じましたね。で、そこにいた連中がビートルズの

ファッションできめてましたけれども。で、まぁ、試験ももうほと

んどもうあの、石膏デッサンとか高校の頃やりましたけれども、腹

減ってるから食パンを食べちゃって、食パンで消すんですよね。食

パン食べちゃって。デッサンはね。で、あの頃レオナルド・コージ

とか、ベンブタコージンとかね。ペンネームを使ったことはあるん

ですよ。今回、あのー。

松本：便蓋って、「BENZA 展」ですね。今、四谷のゑいじうでやっ

ています。高校のときの便蓋から、BENZA につながっているわ

けですね。

スズキコージ：あの、色んなね、お世話になる場所ですから。まぁ、

便座がなかったら、ほんとあの、野生の感じでですね。野原です

るのが一番理想的ですけれども。まぁ、そういうこと考えて。まぁ、

そうですね。高校生のとき、そういうアイディアが出尽くした、

感じですかね。

松本：それで、あの僕が興味をもったのが、大学に行っても、ど

うせ大学に行かないような人かと思ったのですが、ずいぶんもぐ

りで、色んなとこに入って。

スズキコージ：はい、えぇ。行ってないのは女子美くらいで。あ

との大学は堂々ともぐりで、行きましたけど。で、女子美では、

ヌードモデルの募集とかあるんで。そこ行くと、バイト代がすご

く良くて。当時、戦争でベトナムの米軍の死体が立川基地に来

て、それで死体洗いをやってる奴から聞いたら、同じ額なんです

よね。一日に支払われる額が。だけど、友達から「あんな死体洗

いなんてのは人間変わっちゃうから、絶対行くな」ってそのとき、

念を押されたくらいで。まぁ、まだそしたら女子美のヌードモデ

ルの方がいいかなぁって思ったけど、あの頃、まだ栄養失調で僕。

ほとんど冬なんか食ってないから、電信柱と電信柱の間、北風に

吹かれながら。電信柱までよろよろと歩いていって、呼吸整えて

もう一本行く。

　であの頃、セツ・モードセミナーで、飯野和好と知り合ってね。

ジミ・ヘンドリックスの写真を、四谷のなんとか美容院に持って

いって、「すみません。僕らふたり、こういう風に髪の毛してくだ

さい。」って。おばちゃんが「うわぁー派手な人ね、この人。何これ。

この爆発頭」ってね。こういうぽーんって被るやつですか。なん

か電気ショックみたいなの被って。で、飯野和好はうまいこといっ

たわけですよ。すんごくいい感じに仕上がったんですけど。問題

は僕で、僕が大失敗だった。ようするにあの髪の毛が、飯野和好

の方が、まぁ触って見ればわかるけど、あの ... 針金みたいに堅い

んですよ。僕の場合はほら、ふわふわで。綿菓子みたいにふわふ

わしてる。それで、僕のあの ...、飯野和好は本当にこうなったん

ですけどね。僕の場合は、一応こうなったけど、外出て、北風が

吹くと、エアープラントとみたいに、髪の毛が全部こっちに。こっ

ち側ほとんど全然、ふぬけ状態っていうんですかね。非常にかっ

こ悪くてですね。それであの飲み屋の ...、阿佐ヶ谷あたりの安い

飲み屋に行くとおばちゃんに「アッと驚く為五郎」って、からか

われちゃって。もうボロアパートに逃げ帰って押入れの中でほっ

かむりして、「わーえらいことになっちゃた」って。

松本：もぐりで行って、何を勉強してたんですか？

スズキコージ：勉強ってことじゃないですね、あれは。

松本：何してたんですか？

スズキコージ：絵、描いてましたよ。

松本：えっ、アトリエに行って、一緒に絵を描いて帰ってくるの？

スズキコージ：いや、アトリエは入ってない。

松本：入ってない？
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スズキコージ：ちゃんとセツ・モードセミナーの前にはロビーが

あって。

松本：はい。

スズキコージ：今でもあると思うんですけど。広いロビーがあって。

長沢節先生がお元気な頃は、ロビーは一般の人が入ってもよろし

いって。で、そこで僕はもう散々絵を描いて、飯野和好とかペー

タ佐藤とか、授業が終わって出てくるのを待ってたんです。まぁ

他にも色んな友達いましたけれども。だから授業は、セツ・モー

ドセミナーに ... 教室に入ったのはあの、節先生がね、「コージズキ

ン、今度あんたモデルやってくんない？」とか言って。「えっ、モ

デルですか？」ってね。やったことありますよ。まぁデッサンで

すね。もうあの頃ちんけな格好してましたから。もう帽子も改造

したトンガリ帽子とかね。もう首には、時計を壊してぜんまいと

かまいて、じゃらじゃらしてた。

松本：いましたね、そんな感じの人。じゃあ基本的には、美術の

勉強っていうのはまともにはどこでもやってないんですか？

スズキコージ：そういうの、考えられないっていうか。まぁ、それ

に一番近いのは高校のときに、石膏デッサン、ブルータスのをやっ

たのは、あれが一番アカデミズムに近づこうと、一応ね。大学にあ

の、入ろうかなって思ったわけですから。全部落ちましたけど。

　ムサビ落ちたときの話は、まずムサビに入ってどういうことを、

どういう表現をこれからやっていきたいか、って論文を書かされた。

で、僕は魔法画家になりますって書いた。それで、イラストレーショ

ンは、ど真ん中に、確か原稿用紙のど真ん中に描いちゃって。それ

も色鉛筆で三色くらいで描いた覚えがあるんだけど。あれ返して欲

しいな、って思うんですけどね。もうないか。ずいぶん昔の話です

けど。そういう論文を書いて。で後、石膏デッサンはひどいもんで

ね。あのペンネームも「コージン」とかね。そういうペンネームの

方が大きかったりして、ひどい石膏デッサンですけれども。

　面接があるんですね。ムサビの教授が３人くらい目の前に座っ

てるとこに、僕はさっきの時計じゃらじゃら、ぜんまいじゃらじゃ

らと長靴履いて黒ずくめで。それで髪の毛はむさくるしいなんか

汚い、汚いスナフキンみたいな感じで。で、コーヒーの麻袋みた

いの背負っちゃって、すっかりその気で。それで、その面接でで

すね。ひとりの先生が、「君はもしムサビに入れなかったらどうす

るの」って言うから。「僕は、赤坂の割烹屋の住み込みで小僧とし

て入るような話もありまして」とか言って、「あっ、それは良かっ

たね」って。で、そのときにちゃんともう、ダメっていうのはわかっ

たんだけど。

松本：で、やっぱり絵を志してるわけですから、色んなものに影

響を受けるわけでしょ？その頃、気に入ってた絵描きとか、影響

受けた絵描きとかってのはいますか？

スズキコージ：まぁ小学校の時は、例えば山下清、放浪の画家ね。

松本：はい。

スズキコージ：山下清展に、ものすごくたくさんの人が入場してて。

僕は小学生ですから、大人たちに連れられて。大人は背がおっき

いですよね。その隙間から山下清の絵を見て大変感動した覚えが

ある。それから、近所に目の飛び出たおばさんがいて。そのおば

さんはあの、ゴッホが好きだったみたいで、その画集を貸してく

れたり。で、ゴッホの絵もこう ... 印刷物ですけどもすんごい気に

入って。で、僕は最近模写したので、『馬鈴薯を喰う人々』っていう。

あのみんなでじゃがいもをね、貧しき労働者の人たちが食べてる、

あの絵が大好きで。ちなみに、ゴッホは 3 月 30 日生まれで、僕

は魚座なんですけれどもね。おひつじ座の人っていうのはそうい

う激しく渋い、あのなんていいますか、スピリチュアルな絵を描

くのが得意な人が多いですね。

松本：山下清っていうのは、点描や細かくちぎった貼り絵をやっ

たり、凄く才能のある人で、放浪していた絵描きさんです。それ

から、ゴッホの『馬鈴薯を食べる人たち』っていうのは、彼は、

フランスに来る前のオランダ時代に、暗い、人々が顔を寄せ合っ

てどうやって生きていったらいいのかということをやっていると

ころを描いたんですね。そういう、あの華やかになる前の絵に感

動したということですね。

堀内誠一さんとの出会い

松本：堀内誠一さんに出会うのは、その後ですか？

スズキコージ：うん。その赤坂の天ぷら屋の小僧をやってたときに、

堀内誠一さんは昭和ひと桁の人間で、当時東京の銀座の、今の平

凡出版、「ブルータス」なんかのね、僕の母親の兄弟、えっと、竹川っ

ていうおじさんがいたんですね。そのおじさんと堀内誠一さんは

学童疎開、富山ので、一緒だったらしくて。

　それで平凡出版の、昔の社屋に行ったことがある方はわかると思

うんですけど ... 木の板に油塗ってあるような本当に古い。昔の歌

舞伎座の裏の方にあったんですけどね。それが昔の平凡ﾊﾟﾝﾁの創刊

号が出たり、そういうものすごい画期的な、編集者はほとんど遊び

人みたいな連中ばっかりで、ですね。三島由紀夫が来てたり、伊丹

十三が出入りしたり、ファッション関係者が出入りしているような、

もう本当にユニーｸな人の坩堝みたいな出版社だったんですね。

　で、そんな所で、竹川のおじさんと再会を祝して一杯飲んでいる

ときに、「実は自分の甥である少年がいて、小僧がいて、で、そい

つがあのわけのわからない絵を描いてて。堀内君ぜひ見てやってく

れないか」って言って、堀内さんを連れてきてくれたんですよね。で、

「コーちゃん、ちょっとおもしろい人来たよ」って言うから。

　あの頃、屋根裏部屋に暮らしていまして、溜池のね。で、そこ

の親方が「ここの店が火事になったら屋根づたいに逃げなさい」と。

向こうにニューオータニとかなんかね。あのビートルズが泊まっ

たホテルですけれども。赤坂の溜池ですね。それで下に降りていっ

たら、なんとシャルル・アズナヴールとゲゲゲの鬼太郎を混ぜた

ような方が、ちょこんといまして。それが堀内誠一さんと僕、最

初の出会いでした。

　僕はこういう大人を見たのは初めて、っていうような方でした、

堀内誠一さん。で、堀内さんに物凄い量のスケッチブックに、まぁ

月光荘の大判のね。点がいっぱい入っているスケッチブックを、

堀内さんにそこで見てもらって。で、堀内さんはばぁーっと見て、

で、まぁスケッチブックによっては、堀内さん、逆さに見たりし

てね。それで「これ何冊か、３冊か４冊か、貸してね」とか言っ

て、それで帰っていっちゃったのね。それで次の日に電話がかかっ

てきて「実は今、平凡パンチ女性版の創刊号を作っている最中で、

君の絵をそのイラストレーションのね、新人として、カラーで載

せたい」って、そういう電話がかかってきた。それで、もう僕はビッ

クリしちゃって。それがきっかけですね。

松本：堀内誠一さん、ご存知の方が多いと思いますが、もちろん

絵本画家としても有名ですけれども、エディトリアルデザイナー、

グラフィックデザイナーとしても物凄く著名な方で、anan（アン

アン）とかそういうものも作っていた方です。堀内さんからは影

響は受けたんですか？

スズキコージ：影響を受けたっていうか。堀内さんはね、僕を渋

谷の南平台っていうところの、アド・センターに連れて行って。

昔のトルコ大使館だって言ってましたね。行ったことあります？

物凄くおもしろい、ユニークな、木造の洋館がありまして。それ

が全部アド・センターっていう、堀内さんが主催する館だったの。

　これが庭が広くてですね。そこである日、僕が遊びに行くと裸

の幼い男の子や女の子がね、芝生でキャーキャー言って、20 人く

らいで遊んでて。そんで、そんでビキニを着たお姉さんもキャッ

キャ、キャッキャ、遊んでいるわけですよ。堀内さんは、上から

こんな紙飛行機を飛ばしたりして。それで、沢渡朔カメラマンが、

それをバシャバシャ撮って。もうそういう、ようするにフェリー

ニの映画の最中みたいな模様が、展開されていまして。それが雑

誌に載ったり、写真集になったりしてしているわけですからね。

まぁそれこそアド・センターは、そういうことが当たり前に、毎

日なんかやってましたよね。

　僕は社員ではないけど、遊びに行っていいというようなことに

なりまして。で、僕は赤坂の天ぷら屋を抜けまして、渋谷まで、

坂ですね。あそこ、渋谷っていうくらい坂で。ずっと行って。堀

内さんと喋ったり、好きな絵を描いたり、昼寝したり。それで、

食堂もあって、若いから腹へってて、そこのおばちゃんに定食を

食わしてもらって。で、大体夕方の 5 時が 6 時くらいになるとまぁ、

堀内さんが飲みに出かける。そんなときに僕を連れてってくれる

んですよね。まぁ新宿の「いないいないばぁ」とかね。笑っている方、

行ったことあります？結構あの、渋谷にもありましたね。まぁ堀

内さん、行きつけの飲み屋がありましてね。バーですね、ほとん

どね。まぁそこで、最初カウンターで僕は酒飲めないから、隣でコー

ラかなんかを飲んでると、さっき隣にいたのに堀内さんがいなく

て、あれっと思うと、美人のママの膝の上に乗っかって、こんななっ

て茶色い液体を飲んで、「やぁ」とかって。そういうなんか、ひじょ

うにかわいい ... なんすかね。センスというか ... まぁそういうのを

平気でできちゃう人だから、すごい女性にもてたんでしょうね。

松本：もてるタイプの方でしたよね。

　

松本：その頃に、ひょっとして池田満寿夫なんかの絵を見てる？

スズキコージ：あっ、池田満寿夫氏に会ったのは、実はビートル

ズのいろんな呼び屋さんがいて、その人が資金を出して、澁澤龍

彦責任編集、堀内誠一アートディレクターで「血と薔薇」ってい

う本が創刊されたんですね。天声出版。確か天と声っていうとこ

ろだったかな。で、「血と薔薇」ですね。それで、ようするにかな

りスキャンダラスな本で、まぁ、三島由紀夫のオールヌードだと

かね。まぁ、それには堀内さんが鎌倉に三島由紀夫と撮影隊を連

れて行って。で、堀内さんは、スーツのまま茅ヶ崎かどっかの岩

山のドーンッと、東映映画みたいなとこに入っていって、「三島さ

んここに来て」とか言って。三島さんも「あっ、あの人スーツで

海に入っちゃったよ」みたいな。それが堀内誠一さんなんですけど。

で、三島由紀夫もオールヌード ... 股間もこんなこんなで。

松本：全部一緒に行ってたんですか？

スズキコージ：僕は話聞いただけ。

松本：あぁ、話聞いただけ。

スズキコージ：僕は話し聞いただけで、見かけたことはあります

けれども。岡本太郎もね。

松本：はい。

スズキコージ：で、まぁ今は「血と薔薇」の話で。

松本：はい。

スズキコージ：それで、創刊号に依頼があって、「ドラキュラの絵

を描かない？コージズキン」なんてね。で、僕は巻頭のね、コラー

ジュを。ここからポロポロポロっと赤いトウモロコシが出てるよ

うな写真を。

松本：その頃からコラージュを？

スズキコージ：もちろん。もちろん。あの時は 20 歳ぐらいでし

たから。それであの ... その「血と薔薇」が、大変評判になってで

すね。当時の「11PM」ですね。まだ大橋巨泉っていう人が司会やっ

てましたよ。澁澤龍彦さんと種村季弘氏とかと池田満寿夫氏とか、

なんと全然無名な乞食みたいな僕が横に座ってるっていうね。そ

れで対談 ... 対談じゃないな。5 人くらいで話すっていう。そうい

う番組だったんですよ。今考えるとよくね、僕みたいな者を呼ん

でくれたなってね。訳のわかんない。ね？それで巨泉さんが僕の

作ったお面被って、「はい、コマーシャル」ってね。

松本：へぇー。

スズキコージ：やったりしてて。そのころ僕、テレビなんか初め

てのことで。あの ... 新宿で露店してた頃ね。着ていくものも ... そ

ばに来るだけで鼻つまむ連中ばっかりな感じで。で、みんな臭い

から、鼻つままないんですけれども。それくらい。それで友達に

こんな薄手のジャケットを借りてった覚えがあるんですけれどね。

それでテレビ出演して。隣に池田満寿夫さんがいて、その時、痩

せていてね。こんなかっこいい、キース・ジャレットタイプって

いうんですかね。画商がちゃんとついてきていて。そういうかっ

こいい、かわいい人だなぁって思いました。

松本：じゃあ人間としては接触していても、絵は全然興味をもた

なかったんですか？

スズキコージ：あっ、池田満寿夫は僕、京王デパートだと思った

けど、そこでポルノグラフィー展みたいな。こんなちいちゃな、

それを千何点、どわぁーっと。それをまだ僕が赤坂の小僧だった

頃に見に行って、ショックでしたね。

松本：池田満寿夫っていうのは版画家なんですけれども、最初の

頃ものすごく小さな、オリジナルの、半分ポルノみたいのをずーっ

と作っていて、で７、８人、女の人が変わるんですけど、変わる
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たびにものすごい絵が変わってく人で。最後はヴァイオリニスト

の佐藤陽子さん。

スズキコージ：富岡多恵子と同棲していた頃かな。ミニチュアの

連作をみて、すごく興奮して。

松本：わかります。

スズキコージ：友達に買わしちゃったりして、お金ないから。大

体そうですよ。あの頃はお金ないから。色々考えて買えそうな奴

に買わせちゃって。

松本：高校のときから、それやってるんですね。

スズキコージ：もう僕は、そういう能力は抜群ですよ。かなり四

畳半か三畳間で 5 メートルくらいの絵を描くかとかね。天井に 5

メートルくらいのこれくらいの幅の絵を描くとき、9 メートルく

らいの絵描いたこともあるけど、天井にこう画鋲で貼って、で、

この辺を描いて。描きあがったら机の上にまた椅子乗っけて、そ

れでぐるっと回しながら。それで完成させたこともあるし。いか

に狭い所でね。けど、畳一畳くらいでね、三鷹で絵描いたときも、

結局引きがないから、隣のうちのアパートに行って、「すいません。

ちょっとこっちから絵見たいもんで」って言って。向こうの人、

おばあちゃんもビックリしてましたけど。「なんすか。あんた」って。

「おばあちゃん、ちょっとあそこの北の部屋に僕の絵がありまして。

見えるでしょ？」「なにあれ、なに〜。気持ち悪い〜」って。そうやっ

て遠く離れて見ることもありました。東京ですから、狭い。

松本：絵本の世界に入ってくるのは、堀内誠一さんとの関係では

ないんですか？

スズキコージ：いや、もちろん絵本に誘ってくれたのは、堀内誠

一さんですけれども。色々。ようするに飲みに連れていってくれて。

はなちゃんともみちゃんがまだ幼い頃に会って。で、僕の靴がで

かいから、大きい足のお兄さんが今日泊まりに来たと。ツィゴイ

ネルワイゼンの映画みたいな、趣のあるお家に堀内さんとみなさ

んが住んでいて。僕の記憶だと .. 確か入り口の左側に電話室があっ

て。電話室があるなんてね、かなりのおもしろい館で。それこそ

鈴木清順さんの映画みたいで。そんで、えっと僕風呂入りたかっ

たから。すると路子さんが「コージズキン。今風呂沸かすから、こっ

ちで何か食べてて」とか言って、お茶漬けなんかを堀内さんと食

べたりして。で、そのときに横井弘三とか

松本：横井弘三、板絵でずっとやってて。やっぱり物凄く才能があっ

て評価もされたんだけど。後でネットで皆さん調べてみてくださ

い。物凄いおもしろい絵を描いてます。好きだったんですか？

スズキコージ：僕は横井弘三さんは ...、僕のひいおじいさん、血

のつながっていないひいおじいさんだと僕が勝手に思って。

松本：あぁ、ぜひみなさん、物凄くおもしろい絵を描く人なんで

チェックしてみてください。

スズキコージ：で、路子さんが「コージズキン、お風呂沸いたわ

よ。」って言うから、ばぁーっと脱いで入ったら水風呂でした。

松本：堀内さんの奥さんの路子さんは、内田莉莎子さんの妹さん

なんですね。で、お父さんは内田巌さんっていう絵描きさんなん

です。

スズキコージ：で、そのお父さんが内田魯庵。

松本：そうそうそう、明治の知識人ですよね。

スズキコージ：もう、内田魯庵の小説はね、それから興味をもって、

ずいぶん読み漁ってますけど、おもしろい。明治のね。

松本：そうです。すごい人です。全然関係ないけど、内田巌の「風」っ

ていう少女像があって、それをコピーして岩崎ちひろは一生懸命

描いてました。まぁ、それは置いときまして。えーっとそうする

と、色んな所で、人間的なつながりのところで、人を見つけていっ

たりとかしながら、自分の作品を作ってくわけですね。

スズキコージ：はい。

松本：ということは、絵本というのは ... もともと絵本を作りたかっ

たとかってわけではない？

スズキコージ：うん。やっぱり堀内さんが福音館に連れていって

くれたり。ある日アド・センターに遊びに行ってたら、堀内さん

がね、「５、６枚はがきに、ここにコージズキンなんか絵を描いて。

何月何日にみんなを集めて、一席設ける」みたいな。「君の働いて

る赤坂の割烹料理屋で」って言って、で僕が描いて。それで僕の

全然知らない５、６人の人が、その日集まってくれて。最初に来

てくれた人がもじゃもじゃ頭の人で、瀬川康男さんだったんです。

松本：瀬川さんとそこでつながるんですね。

スズキコージ：で、次に現れるのが、こんな丸い眼鏡をかけた

瀬田貞二さん。

松本：瀬田貞二さんっていうのは、博学な、平凡社の児童百科事

典を編集された方で、絵本のことに関して、何でも知っているよ

うな人。

スズキコージ：で、それで松居さんが来てくれて、堀内誠一さん

が来て、で、長新太さんはなんかの用事で来れなかった。服部洋

一さんっていうんですかね。なんか音楽関係の人が来てくれて。

それで僕は屋根裏から色んな絵を持ってきて、瀬田貞二さんに見

てもらったんだけど。そのとき瀬田さんが、「『ライオンと魔女』

の初版のこういうのが出たから、君にプレゼントするよ」って、

目の前でサインをしてくれて、『ライオンと魔女』をもらいました。

それも今考えると、みなさん亡くなっちゃってる感じで。とにかく、

錚々たる人たちがね、僕のまぁ、激励会をしてくれたんですね。

瀬川康男さん・秋野左牟亥さん・長新太さん

松本：瀬川康男さんの絵本が後ろのスクリーンに写ってますけれ

ども、瀬川さんってのは空間をどうやって埋め尽くすのかって意

識をもっていた方で。ひょっとしてコージさんとちょっとつなが

りませんか？

スズキコージ：もう、瀬川さんの仕事に、徹底した職人ぶりって

いうかね。まぁ、瀬川さん昔、四谷に暮らしてですね。

松本：えぇ。

スズキコージ：そこに堀内さんと遊びに行ったりすると、石版画

の部屋なんかはもう二畳くらいの部屋かな、もうインクだらけで、

真っ黒なんですよね。で、巨大な石版画のブースがあって、そこ

で僕も .. 岩崎トヨコさんとかね。全ブス連の、彼女は当時イラス

トレーターで。あと柳生弦一郎。で、僕もそこに遊びに行って、

そこでジンク板に、絵を描かせてもらって。瀬川さんのでプレス

して。遊びに行って楽しくやったことがある。

　まぁ、瀬川さんとそれから ... しょっちゅうではないですけど。

まぁ瀬川さんと数時間、ふたりだけでいるときもありましたけれ

ども。もう、点をひとつ打つにしても、もう ... なんですかね。気

が遠くなるくらい、素晴らしい点を打つんですよ。で、僕も点な

んかね、打っても。筆もバシバシの筆でやってた。で、そういう

ことやっているときに、こっちに秋野亥左牟さんがいたりして。

松本：あぁ、秋野亥左牟さんも。

スズキコージ：そう。秋野亥左牟さんもおひつじ座だし。瀬川康

男さんもおひつじ座なんですよ。詳しいでしょ？そうしたら秋野

さんも秋野さんで。「こんなへたくそな点を打てるんだと。もうコー

ジズキン威張ってやれ」って、そういうようなことを言う人で。で、

瀬川さんはあくまでも、ぴっちりやりました。

松本：秋野亥左牟さんは、ご存知の方も多いかもしれませんけれ

ども、秋野不矩さんの息子さんで、世界を放浪された方なんです

けれども、各地にそれなりにいつも素敵な方がいらした方です。

絵巻のような絵本を作られていて、福音館からも何冊かいい絵本

が出ています。2013 年の絵本学会大会の開催地の近くに、秋野

亥左牟さんのお母さんの秋野不矩さんの美術館があります。じゃあ

秋野亥左牟さんの作品を見たりとか色々な交流があったんですか？

スズキコージ：もう一緒にあの、秋野さんは笛を吹いたり、楽器

が得意だったからね。僕が、怪しげな歌を歌ったり。もうそうい

う遊びの世界でね。もう泡盛を飲んだりしてですね。

　前に、岡谷で瀬川康男さんと、小さな絵本美術館の武井利喜さん

とご一緒になったときに、瀬川康男さんに、「瀬川さん、カラオケ

行かない」って誘ったんですよ。かなりミスマッチでしょ？でも

そしたら「おう、お前さんが言うんなら、行こうか」って。カラ

オケに行ったことがあるんですよ、瀬川さんとね。そしたら瀬川

さん、歌ったんですよ。何を歌ったか、もう覚えてないけど。か

なりおもしろかった。あれが最初で最後だったと思うんですけど。

　あと長新太さんは、ピンポイントギャラリーかなんかで、グルー

プ展かなんかあったときに、次の会場に行こうってなって。なぜ

か近くの交差点に立ってたのが、長さんと僕とふたりだけだった

んです。で、渋谷方面が真っ赤な夕焼けで。「あっ、夕焼け」って

ね。映画のシーンみたいで。長さんのイラストみたいな、本当に。

もう長さんの絵が描いてあるような夕焼けだったんですね。

　それで、ふたりで歩いていって、ちょっと半地下の会場で。イ

エスの最後の晩餐みたいな非常に長いテーブルがあって。で、ふ

たりだけでしょ？で、ふたりで入って。また後からどんどん人が

来るんですけど。で、長さんが「鈴木君、僕たちは離れて座ろう

ね。」って言ったんですよ。長さんが一番奥の方に座って、ちょこ

んと。僕は離れた長いテーブルの、こっちに座って。何話したか、

覚えてないけど。もう本当長さんの絵の世界でしょ、なんか空間が。

もうそれがなんか、生きてる長さんとの最後だったんですね。

　僕の絵とか結構好きっていうか気に入ってくれてたみたいです

ね。『やまのかいしゃ』っていう、僕のひどい文章で、片山健さん

がすてきな絵を描いてくれた絵本があって。「Ｐ eeBoo」ってい

う雑誌で、長新太さんが褒めてくれて、「やきもち焼けちゃうなぁ。

片山健とスズキコージ」っていうようなことを、たしか書いてく

れた覚えがあるんですけれども。嬉しかったです。

松本：長さんは、ものすごくを絵を見る人なんですよね。現代美

術に興味があって。その辺が彼のエネルギー源だったんだと思い

ますけれども。

スズキコージ：だけど、飲み屋に数人で行って、長さんもいたり

して。僕があの頃「長い髪の少女。孤独な瞳」なんて歌うと、長

さんが「うぇーい」とかって冷やかすんですよ、長さんが。あっ、

長さん冷やかしてくれてるみたいな。こっちも喜んじゃったりな

んかして。

メキシコ

松本：コージさんが物凄く作品の中で影響を受けてる場所があり

ますよね。メキシコ、それからバリ島、東欧。なぜメキシコに行

き始めたんですか？

スズキコージ：それはですね。竹田鎮三郎さんって、ﾒキシコに今、

現役の素晴らしい絵描きさんがいて、今もまだ住んでいると思う

んですけども。彼は、どういうことでメキシコに入っていったかっ

ていうと、北川民次さんの弟子のような存在だったんですね。そ

れでもう ... 何年、何十年も遡る訳です。シケイロスっていう人の、

こんな絵がありますけれども。

松本：物凄い太い腕を描いたり、ようするに今の北川民次だと

か、シケイロスとか、リベラとか、いろんな画家が、メキシコに

はいます。それはメキシコ革命というのが、１９１７年ロシア革

命と合わせて起きる。専制政治から大きな変化をするんですけれ

ども、北川民次さんもそのときに新しいメキシコに行っている人

です。そして北川民次さんとシケイロスとかリベラとか、色ん

なそういう人達とつながりがあって。あの時代、壁画運動があ

りますよね。

スズキコージ：そうです、そうです。メキシコの話になると、壁

画は大変な圧倒的な魅力がある。もう野外、町の中に絵がね、巨

大な絵がどーんとありますから。これはすごくインパクトがあっ

て。で、ようするに、メキシコ人は文盲の人が多かった。ようす

るに文字が読めない。絵だったらわかる。メキシコの先住民の現

在に至るまでの歴史を絵でたどれる。

　ディエゴ・リベラはフリーダ・カーロの旦那でもあった。国会

議事堂みたいな所にね、先住民の歴史をたどる。これは文盲の人

たちにとって、こんなに嬉しいことはない。絵を見れば、歴史が

読めちゃうっていうことですね。そういうようなことで、当時の

メキシコ政府は、第一線の絵描きたちに、描かせたっていうことで、

広まったみたいですね。

松本：北川民次は、静岡県出身ですよ。

スズキコージ：えぇ、そうそう。よくご存知。岩波の本で、『絵を

描く子供たち—メキシコの思い出』でしたっけ？北川民次さんの

ね。向こうのアメリカからキューバ、メキシコにやってくるまで

のドキュメントを ... あの日記風の本が一冊ありますけれども。も

のすごくおもしろいですね。盗賊に襲われた話とかね。

松本：絵はいわゆるフォークアートに近いですよね。基本はしっ

かりしているけれども。色んなことに大きな影響を与えた人なん

で、北川民次もぜひみなさんチェックしてみて下さい。
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スズキコージ：『うさぎのみみはなぜながい』っていう絵本がでて

ますよね。北川民次さんね。僕も大好きなんですけど。

松本：北川民次さんとかメキシコとかっていうのは、今のコージ

さんを作っていくうえでは、かなり大きな影響があったんですか？

スズキコージ：うん。ようするに先住民アートっていわれるんで

すかね。メキシコにはそういう博物館とか美術館がもう各地にあ

りまして。まぁ、そういうとこも行くわけですけれども。そうす

ると、例えば切り紙ですね。こういうあの ... ね。ここに飾ってあ

る、僕がいつもやってる切り紙と酷似してまして。あれ、俺、昔

ここに住んでて切ったのかな？ってくらいに似てるわけですよ。

きっと僕の中にそういうセンスっていうんですかね。全くＤＮＡ

とかなんだかわかんないけど。そういうふうに思っちゃう、似て

て。だから、僕の場合、メキシコの先住民のを見ていて影響された、

とかそんなんじゃなくて。行ってみたら確認してるって、そうい

うことが多いです。

松本：辿っていくとＤＮＡは近いんじゃない？

スズキコージ：だから、メキシコの先住民の村でおじいちゃんと

片言で話してたら、「僕らはモンゴリアンで、モンゴロイドで。あっ

ちの方で、北極の方。古代に渡ってメキシコに入ってきたんです

よね」って僕が見よう見真似で言ったら、「全然違う」って。「えっ、

何ですか？」「あそこにトウモロコシが生えてるだろう。俺たちは

あのトウモロコシから生まれたんだ」って。そりゃそうだよね。

トウモロコシで生き延びてますから。トウモロコシから生まれた

んだって、そのおじいちゃんは言い切ってましたね。「だけどお前

は、どうみてもナバホ族の末裔みたいだな。私が察するにお前は

ナバホ族で何かまずいことがあって、ここをブラブラしてるんじゃ

ないか」って。で、「私が察するに、彼らはもう心配して待ってる

から、もう帰りなさいよ、ナバホの村に」って、そう言われちゃっ

て。日本に帰るとかそんなんじゃなくて。ナバホに帰れって言わ

れちゃったことがあって。

松本：いや、ナバホとメキシコ近いですから。

スズキコージ：近いですね。つながってますもんね。そんなこと

がありましたけれども。

松本：基本的に、アメリカンネイティブの人たちの文学とは「あ

らゆるものに命が宿っている」そういう思想ですよね。

スズキコージ：はい。

松本：それは例えば、月だとか石だとかアライグマだとか、人間

とか、全部同等に扱うようにできている。コージさんの絵を見て

いると、僕なんか、あらゆる物に神が宿っているというような、

そういう感じがするんです。そういう感じはないですか？

スズキコージ：そういう ... もうあのね。なんて言ったらいいかな。

僕もそこらへんのことはよくわかってなかったけど。段々いろん

な人、アートに出会ったり、色々旅したり影響受けたりしてるう

ちに、これはどうみても世の中ってのは。特に僕の好きなものは、

みんなそういう命が宿ってるんだろうね。輝いてると思うし。所

詮はみんな人間が作っている。あと自然がそのまま生き生きとあ

るわけ。今は人間はだいぶ破壊もしていますけれども、それでも

生きいてるものにはみんな魂があるって考えですね。それが一番

納得がいくと思います。

バリ

松本：バリ島とか、あるいは東欧というのは、コージさんにとっ

てどんな場所なんですか？

スズキコージ：まぁ、今日ずらーっと、こう飾ってありますけれ

ども。これは、バリ島で作ったろうけつ染めなんですよね。そこ

にある横長のやつは、このまま腰巻になるんです。腰巻サイズで

すね。これは男女兼用で腰巻になります。

　これを、ろうけつ染

めって言って、白い布を

バリで渡されて、床に這

い蹲ったりして鉛筆で描

いて。白い線が、じっと

見ると白い線があります

けれども、これは元々

僕の鉛筆の線に沿って、

「チャンティン」って言っ

て、蝋引きをしてくれる

んですよね。ぐつぐつ鍋

で蝋を煮てですね。烏口

みたいなところから、線

でもう煮えたぎった蝋が

滴り落ちる。それで、僕

の鉛筆の線に沿って、引

いてくれるんですけれ

ども、これが職人技で。

瀬川康男さんも出来ないんじゃないかなってぐらい職人技。

　で、その「シンケンケン」なんて書いてある太陽の ... ありますね？

あれは全て僕が蝋引きをやりました。で、一番最初に行ったとき

ですね。全部自分でやってみようと思ったんですけれども、もう、

スズキコージの SM ショーみたいになってしまいまして。僕の綺

麗な肌に蝋が滴り落ちる。だけど、あそこまで出来ましたからね。

それで蝋を引いたところで、まぁカラーインクのようなもので、

もう床から 1 メートルくらいのとこで、塗り絵みたいにやります

ね。それで、蝋を引いたところが色分けになると。それでグラデー

ション、そこの黄色からオレンジになっているところに水を引い

たりしてグラデーションをつけてますね。それで、塗り終わって

しまうと、定着液につけて、大きな鍋に放り込んで、もちろん水

も入れてぐつぐつ煮ますね。それで煮えたぎったところで、鍋を

おろして水洗いして。向こうは太陽のことを、「マタハリ」って言

いますね。インドネシアの太陽の下に干して、完成です。

松本：まだご覧になっていない人は、あとでよく見てください。で、

バリにはこういうものを製作しに行ってたんですか？

スズキコージ：いやいや。もうほとんどは遊びに行ってたってこ

とですけれども。まぁ、バリはね。僕はトゥガナン村っていう先

住民の村に通うことになって、ホテルのボーイのおにいちゃんと

仲良くなっちゃって。「結婚式があるから今晩おいで」なんて呼ば

れちゃって。

　それでまぁ、向こう高床式で、もう星はね、すごい綺麗でね。ジャ

ングルのなかで星も綺麗。そこで、高床式のとこに、僕なんか行

くとそこにあげてくれて。そうすると男達が車座になって。15、

6 人。まぁなんですか。当時のバリの「シンケンケン」。あっ、「シ

ンケンケン」っていうのは「ノープログレム」って意味です。み

なさん。あんまりくよくよしないでね。なんとかなるさってこと

を「シンケンケン」っていうんですね。これは古代バリ語なんで

すね。インドネシア語ではなくて、古代バリ語ね。もしみなさん

バリに行って「シンケンケン」なんて言ったら、「お前なんでそん

なバリ語できるんだ」って言って驚かれちゃうと思う。

　そんでさっきの結婚式の高床式の藁びきのところに、もう真夜

中に、それでもう周りの男達が香取慎吾だとか緒形拳とか、宇崎

竜童とか日本の代表するいい男の原型みたいな連中がびっちりい

まして、15 人くらいね。本当惚れ惚れする。で、みんな精悍な感

じでね。で、ここにナイフをさしてますけれども。まぁ、そうい

う腰巻して。あとＴシャツ着てるだけ。そうして、どんどん酒が

まわってくる。で、よく見るとバナナの皮で編んだようなお椀で、

向こうに大きな甕がある。それはアラックといって、発酵している。

それを掬い上げて飲むわけですよ、車座になって。もう吐きなが

ら飲むんですかね。もう浴びるように飲む。うわぁーって。もう

物凄い。いくらでもありますから。ヤシの木のお酒ですから。

松本：コージさん、そういうところにはどうやって行って、何語

で喋っているんですか？

スズキコージ：何語で喋ってる？別に喋れなくても、居心地がす

ごくよかったです。なんていうんですかね。言葉じゃないってい

うか...。いわゆる動物になっちゃってるんですね。あの...感じがね。

　で、みんな歌いだすわけですよ。あちこちで。まぁ輪唱ですね。

で、こっちのふたりが「アバリュー」って、このパーツだけを歌

いだすとするでしょ？それを続けてますね。するとこっちの連中

が、「うっぷぷぷ」とやりだす、ふたりが。そうするとこっちのふ

たりが、「オーレーラー」で、今もう３つのパートが始まってます

よね？それでこっちの奴らが、「ポン、ポン」っていう。それでも

四輪唱っていうんですか？これでねー、やってくわけですよ。こ

れね、物凄いですよ。もうね。酒もガンガンまわってくるし、ヤ

シ酒が。もうトランス状態に入ってくるわけですかね、全員がね。

もうね、笑えてきて、涙が止まらなくなる。嬉し涙っていうか、

笑いが止まらなくなってくる。まぁ、そういう状況で永遠とやって。

で、誰か「ポン」とか言うとそれで一応終わるんですよ。不思議。

で、女性たちはこっちでお菓子食べたり、料理作ったりして。男

達の酒宴の様子を見てキャーキャー笑ったりして。もう LOVE ＆

PEACE の世界です。

松本：今の音の世界っていうのは、コージさんが描いてるときにも、

自分の内側でも鳴ったりしているんですか？

スズキコージ：もう、あーいう体験てのはね。なかなか ... 東京の

中野の飲み屋でも、親しい連中と飲んでても、楽しいですけれど

も、なかなかそこまでは出来ないじゃない。だけど、岸田衿子さ

んがあの ... ご存命の頃、北軽井沢にみんなで行って、子どもたち

が十何人か来たときに、それをやったんです。それで僕が子ども

たちをパーツに分けたり、やって、テープレコーダーに吹き込ん

だことがあるんです。結構ね、出来ました。大人はそれがうまく

できない。ようするに理屈で考えちゃうから。それ何の意味だって。

すごくややこしくなってくる。でも子どもたちはすぐやってくれ

る。もう僕が言ったとおりにやってくれる。それが可能なんです

ね。だから子どもたちのストレートさってのは、本当、僕の強い

味方ですね。それで延々とね、もう北軽井沢の山奥で、トンガの

村長さんだった柏村さんとか、朝日新聞に載っちゃいましたけど

ね。トンガの村長さんになっちゃった人知っていますか？日本人

のね。トンガの島のね。そういう人がいるんですよ。絵描きさん。

あの ... そういう人も来てたりしてね。みんなと笑い転げた。そん

なときもありましたけれども。

雪うさぎ　FREE RABBIT

松本：第１部はそろそろ終わりなんですけど、最後に、コージさ

んがライブ・アートで描いた絵を、コージさんがどんな風に絵を

描いていくのかを見ていただいて。さっきからそのすごく狭い所

で、必死になって描いたりとか、ショーウィンドで描いたりとか、

色んなところで描いてますよね。で、「雪うさぎ」っていう作品が

あって。それをスクリーンで見ていただきながら、どうしてこん

な絵を描いたかっていうのを、みなさんとともに聞きたいと思い

ます。

スズキコージ：現物は今、松本にあるんですよね？

松本：えぇ、今、松本のトラットリア松本画廊に展示しております。

スズキコージ：これは、吉祥寺の、2010 年だから、吉祥寺のあ

そこの ...、ごちゃごちゃした駅前のね。あそこにアップルハウスっ

ていう、女性の服のお店があって。そこのショーウィンドウ、まぁ、

狭い路地があって、あの辺は今の時期というのは色々、買い物客

で市場みたいにごった返してると思うんですけど。これが、横１

m ７〜 80cm ×２m ちょっとくらい。ちょうど今頃の時期に描

いた。12 月頃描いて。それでもう本当にホカロンを入れたりして

ね、描きましたけど。で、狭い路地なもんだから、通行人のみん

な立ち止まって見ちゃうから、前の商店のおっさんが怒っちゃっ

たりしてね。

松本：これが全体像ですね。えーっと、2m×180cm くらい。す

ごく大きな作品ですけれども。最初に聞きたいのは、僕は何回かラ

イブ・ペンティングを見ていますけれども、コージさんが描き始め

るときというのは、いくつかのイメージが頭の中にあるんですか？

スズキコージ：うん。このときは、この絵に関しては、ようする

に 2010 年、次の年が兎年だっていうんで、ウサギを描こうと思っ

てましたね。まぁそれだけですね。

会場：（笑い）

松本：じゃぁまずウサギを描こうっていうところで、雪のイメー

ジというのは、最初描き始めるときは全然ないんですか？

スズキコージ：うん。ちょうど 12 月の寒い、凍てつく、しかも

野外の路上でしたから。熱いコーヒーとか差し入れにもらいました

けど。かなり寒かったね。北風吹く吉祥寺、って感じで。で、描

いてるうちに、こういうふうに自然発生的になったわけですけれ

ども。で、題名を FREE TIBET にちなんで、FREE RABBIT っ

てね。題名にしたわけですけれども。このときはまだ次の年に３・

11 のああいうことになるとは、全く思ってなかったわけで。それ

の前年の年の暮れに描いたわけですね。楽しかったですね。
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松本：これは見てて、物凄く楽しいですよ。まず、筆を下ろし始

めたのはどの辺から？

スズキコージ：これ筆、ほとんど使ってないのよね。

松本：手で？

スズキコージ：最初は指でばんばん描いていって、で、あと筆の ...、

なんだ？毛じゃない方。割り箸とか、細かい作業する時はつまよ

うじを使ったりするんですけども。結構そのほうが ... なんすかね。

縄文のワイルドな感じが出るかなっていうのがあんのね。ただずっ

と手で描いてると手がやぶけてくるのね。で、手が痛いから、よ

うやく筆を使うっていう感じですかね。

松本：全体の構図のイメージっていうのは、先に描き始めたとき

に頭にあるんですか？

スズキコージ：全くないですね。

松本：最初はまずうさぎを描こうかって思って、うさぎあたりか

らはいるんですか？

スズキコージ：このとき ... 写真撮ってる人がいたからね。その人

が物凄い量の写真撮って帰ってったから ...、その人が一番わかっ

ているんじゃないかな。僕ももう夢中でやってるからね。

会場：（笑い）

松本：じゃぁ描き始めて、描いているときは、イメージは、この

世界がどんどんどんどん広がっていくんですか？

スズキコージ：いや、最初はこの絵はね。もう、とにかく絵具を

ばんばんぶつけて、水もかけたりして。そういう状況ですから、

かなりアクション・ペインティングの一番初期みたいな。「ジャク

ソン・ポロック」じゃなくて、「バクソン・ボロック」みたいな、

そういう状況ですね。

　だからもうこの辺でやめたらどうかっていう意見も飛び交うく

らい ... だからどんどん描いていくと、あっ、長新太さんだったら

この辺でやめたんだろうなって思うときがありますよね。だけど、

僕の場合はどんどん積み重ねて、えっと、タブローっていうんで

すか？絵にしてくわけですよね。この辺はね、どうしようもない

分かれ目ですね。ははは。

松本：それで、例えばこれは右下の部分なんですね。

スズキコージ：うん。

あっ、こうやって見る

とすごいね。いいね。

松本：一枚の絵になっ

ていますよね？で、こ

れはこれでひとつの物

語があると僕は思うん

だけれども。この人の

ことを考えてるときというのは、ここにこの人物を描き始めてると

きは、この手に止まってる鳥とこの人間は何だろうってことを考え

たりするんですか？

スズキコージ：いや、考えてないね。僕は使われてる身分だね。あの、

描かされちゃってる、描かされてるって感じだろうね。この絵な

んか、見ていると。

松本：これはその上の

部分ですね。これもおそ

らく自然に雪の精みた

いのが飛んできちゃっ

てるみたいに思うんだ

けど。

スズキコージ：うん。

松本：それで、下から走ってるじゃないですか？

スズキコージ：これは必ず出てくるね。馬が疾走してたりね。

松本：この流れみたいなものが、コージさんの絵の中のひとつの

特徴みたいな気がしてるんですけれども。うわぁーっと、こうイ

メージが浮いてくる？、流れてくるんですか？

スズキコージ：まぁ、ジャズでいうインプロビゼーションって言

うんですかね。即興演奏を僕は絵で行ってるなぁと、あのね、思

いますけど。自分で言っちゃうと。

松本：このとき、描いてるときって、音楽は流してるんですか？

スズキコージ：うん。このときね。ＣＤで、ジプシーミュージッ

クとかガンガンやってたら、その路地の向こうのおじさんに怒ら

れちゃったりして。「はぁー。あんたねー。何これ。何で都はるみ

かけないの？なに、このわけのわかんないミュージック」って。

もう、路上でやってるとね、本当おかしいです。

松本：で、これ順番に見てくと、パーツ、パーツがそれぞれの

物語をもっているような、僕はそんな気がするんですよね。１m

80cm×２m の世界で、部分の中に次々と描き込んでいく。これ

がおそらくコージさんの中で描かされてるっていうイメージなん

だろうと思うけど。連続してこういうイメージっていうのは湧い

てくるんですか？

スズキコージ：なんか映画みたいじゃん、これ。

松本：そうなんですよ。僕、なんかこれ見てて…。

スズキコージ：短編映画。

松本：パーツをみるとすごく楽しくなってね。それで思わずパー

ツを撮り始めちゃったんですけど。すごいんですよ。

スズキコージ：まぁ、あの、ロシアの友達でいますけれども、ユーリ・

ノルシュテインさんがね。あーいう素晴らしい短編の映画を、アニ

メーション作ってますけど。

松本：ノルシュテインっていうのは『きりのなかのはりねずみ』っ

ていう絵本もでてますけれども、それはもともとはアニメーション。

すばらしい、ロシアのアニメーション作家ですね。物凄く時間をか

けて作る人です。

スズキコージ：まぁ、そうね、ノルシュテインさんも僕の個展にね、

青山のスペースユイに見に来てくれたことがありますけれども。

松本：このスピード感ってすごいよね。右下からずーっと回転して

くような運動感がこの絵にはあって。実はこの第２部で、今日はあ

の『きゅうりさんあぶないよ』とか『ブラッキンダー』とかの編集

者の方も来ているので、あの形而の中でつながっていく動きという

のは、こういう 1 枚の絵の中だと似てるんじゃないかなっていう

風に、ちょっと思うので、第２部の時はその辺の話もちょっと聞き

たいなと思うのですが。

スズキコージ：これもう絵本になるね。

松本：そう。もう言葉をつけようがない。それはまた後でちょっとまた。

スズキコージ：これね。やろうかな。

松本：そう。これ、できちゃうんですよ。

スズキコージ：そしたら楽だな。

松本：いいでしょ？短編映画みたいでしょ？すごいんですよ。感動

した。で、次コラージュを。

スズキコージ：あっ、コラージュも見せてくれるの？

松本：はい。

スズキコージ：FREE TIBETってね。FREE RABBIT フリーラビット ...

そしたらコージさん B って字違ってますよってね。あのー、なんと

かさんが教えてくれてね。ちょっとあーゆー B になっちゃった。

コラージュ

スズキコージ：あっ、これはコラージュの。これあの ... 僕アエロ・フ

ロート。ロシアの飛行機の機内誌を定期購読してまして、なんとアエロ・

フロートの場合１年間 2500 円払うだけで、機内誌を送ってくるのね。

僕はアエロ・フロートにお世話になって、東ヨーロッパ行ったりしてた

もんですから。その写真は雑誌の切り抜きで、結構使ってますね。

松本：これは雑誌のパーツをまず切り抜くことから始まるんですか？

スズキコージ：もう「解体」、ですね。

松本：チョキチョキ、チョキチョキ切って。で、ばぁーっと広げて、

頭の中で。

例えばこれは巨大な木馬なんでしょうか？

スズキコージ：そう。そうそう。トロイアの木馬みたくなっていま

すよね。

松本：トロイアの木馬みたいなものを、なんとなく作ろうっていう

イメージが出てくるんですか？

スズキコージ：うん。それとこの引きちぎられた美女ですね。

松本：えぇ。

スズキコージ：これイカすよね。あの非常にスリリングなことが出

来ますから、コラージュってのは。あの物凄くおもしろいですね。

やってて。

松本：コラージュってのは、ようするにコージさんがもっている世

界じゃないものが、たくさん写真のなかにあるじゃないですか。

スズキコージ：えぇ。

松本：それを再構築していく作業でしょ？

スズキコージ：そうそう。それがスリリングだよね。

松本：だから、コージさんの作品なんだけど、コージさんじゃない

要素が山ほど入ってくるっていうのは、これをやりたいって思うひ

とつのポイントなのかなって、思う。

スズキコージ：そうそう。もちろんそうですね。まぁ、楽しいですね。

これはやったらきりがない。

松本：じゃぁ、次いってください。

スズキコージ：これは ...

松本：えぇ、さっきの「HELP」っていうんです。

スズキコージ：これは…昔の電話機がありますけれども、鼻は ... ト

ム・ウェイツの鼻なんですけれども。これは「電話男」って題名に

したんですけれども ... なんかこういうのもできちゃうからね。お

かしいよね。あと修正用インクを滅多うちしてますよね。

松本：あっこれ、修正インクですか。

スズキコージ：バババババーっと。

松本：はい。次行ってください。

スズキコージ：あっ、これ、アエロ・フロートの切抜きのやつです

ね。これは僕が旧ユーゴスラビアを旅したときのイメージで。これ

は僕、傑作だなぁって。

松本：いや、これは僕是非皆さんに見てもらいたいなぁって思って。で、

まずここに巨大な女の子の足とスカートがありますでしょ？右側に。

スズキコージ：うん

松本：そして、これ「ハイウェイ」っていうタイトルなんですけれ

ども、このハイウェイを走っているのがこの荷車じゃないですか？

スズキコージ：うん

松本：で、もちろん貝も乗ってるんだけど。この女の子の手が ... こ

れはヒッチハイクしてるんですよね？

スズキコージ：うん。この彼 ... この巻貝を。

松本：巻貝をつまもうとしてるの？

スズキコージ：うん。ヒッチハイクもおもしろいね。

松本：いずれにしても、その、荷車の下にはね。走ってる、ギリシャ

の壷かなんかに入ってる人がいたりとか。色んなものが構成されてい

るんだけれども、イメージが奥にいったりとか、例えば女の子の周り

にはスカートが、スカートってここには切手が山ほど入ってる。これ

は、その国のイメージとかやっぱり入ってくるでしょうね。

スズキコージ：そう ... でもやっぱりどこの国でもない世界が、いちば

ん僕の中では安心できる世界なのかもしれないね。遊べるというかね。

松本：多分コラージュの世界っていうのは、コージさんにとって、絵

本だけではなく、もうひとつひじょうに重要な世界かなぁと僕は思っ

て、この絵を紹介したんですけれども。

スズキコージ：まぁこのときは、おもしろくてしょうがなくて、ば

んばん頼まれもしないのにどんどん作っちゃって。やっぱ頼まれも

しないのに作っちゃうってのがいちばんいいね。

松本：ということで第１部を終わりまして、第２部は魅力的なゲス

トたちと共にお話をさせていただきたいと思っております。
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第２部
松本：第２部を始めたいと思います。コージさんと親しい人たち

が今日集まってくれました。まず自己紹介をしてくださいますか。

じゃぁ、小野さんから。

小野：こんにちは。小野明と申します。自己紹介といっても、よう

するにコージさんとの関係をちょっと言ったほうがいいと思います

ので。「黒の手帖」の「お伽噺集」っていう雑誌を持ってきたんで

すが、これが１９７１年に出ました。僕はその時高校２年生だった

ので、この雑誌を見て、スズキコージの絵を見て、ぶっとびました。

　僕は高校時代からずっと編集者になりたいと思っていましたの

で、なんとしてもコージさんと仕事を出来ればいいなと、それを

願い続けていたんですけれども。１９７９年だったかな？最初の仕

事をコージさんにお願いできました。その頃、コージさんは長髪で、

さっき言った「アカデルミック」ですから、眼鏡が片方、割れていて、

ツルをセロテープで補修して、もうブランブランになっていると

いう。で、牛乳瓶の蓋みたいな、厚底の多分１センチぐらいのね、

厚さの眼鏡をかけていました。

松本：牛乳瓶の底ね。蓋は見えないからね。

小野：あっ、さすがいいツッコミですね。こういう感じでやりましょ

うよ。そう、牛乳瓶の底ですね。えー、すごい眼鏡でした。それ

で憧れのコージさんに初めてお会いして、吉祥寺で。ブルブル震

えて、今までずっと、それから約 3 ４、５年？

スズキコージ：そのときなんの用事で会いました？

小野：絵本の仕事をお願いしに行ったんですよ。

スズキコージ：あの…グリム童話とか？

小野：うん。その前の「Happy Talk」という…

スズキコージ：英語の本？　ああ。

小野：そうです。あれが、最初なんです。あの本で僕はコージさ

んとお会いできました。

まぁ、絵本の仕事をしている者です。よろしくお願いします。

澤田：澤田と申します。福音館書店に勤めていたんですが、去年、

定年で退職しました。コージさんとは、「子どもの館」という児童

文学専門誌でお付き合いが始まりました。たぶん、この中で 1 番

古いのではないかと思うんです。『きゅうりさんあぶないよ』とい

う絵本を一緒に作りました。お付き合いの時間が長いわりには、

絵本1冊ですね。

スズキコージ：澤田君とあの…ちなみに同じ年代です。ね？

澤田：年は同じですが、僕が４月で、コージさんが２月生まれな

ので、コージさんのほうが学年が一つ上です。

スズキコージ：この前、澤田君は心臓が壊れちゃって、僕は安全

な宣告されて胃がんだったからね。とっちゃって。ね。大体この

年代って壊れてくるんだよね。「My baby baby ボロボロ〜」

澤田：という者です。

土井：土井章史と申します。吉祥寺で、小さい絵本のお店「トム

ズボックス」をやっています。それと同時に編集者でもあります。

コージさんとは、『サルビルサ』、『ウシバス』、『おがわのおとをき

いていました』を作りました。まぁ、『サルビルサ』が一番決定的

で、なんかすごいのくれたな、っていう感じはすごくあって。そ

れと吉祥寺で、毎年５月にうちで展覧会をやってもらっています

ね。それと、３年前に四谷のアートコンプレックスセンターとい

う所で、でっかい展覧会みたいのを。

スズキコージ：あれも、良かったね。

土井：良かったですね。

スズキコージ：伝説の。

土井：伝説の、うん。あのプロデュースをやらさせてもらいました。

スズキコージ：100 坪のスペースで。僕のライブぺインティングし

た絵、全部飾りましたから。ね。もう色々。荒井良二バンドだとかね？

僕もベリーダンスのお姉ちゃん達と踊ったりで。

土井：そうですね。おもしろかった。

スズキコージ：『サルビルサ』は本当に…

松本：あの、展覧会見られた方どのくらいいらっしゃいます？

スズキコージ：あっ、結構…もの好きな方…もう二度とないものね。

松本：いや、またやりましょうよ。

スズキコージ：あの爆発力あるのまたやりたいですね。

土井：はい。

スズキコージ：もっともっとああいう展示して、もう飲んだり食

べたり、バンドも入って、踊ったりもできるようなね。そういう

感じでね。

筒井：えー、筒井大介といいます。イースト・プレスで絵本の編

集をしています。コージさんとは10年前に、教育画劇という会社

にいたんですけど、入ったばっかりのときに、仕事の依頼にゑい

じうに行って会ったのが最初ですね。そっから教育画劇のときに

その、１番最初に作った絵本が民話の絵本で…何でしたっけ？

スズキコージ：『たこやはちべえ』

筒井：あっそうそう。っていうのを作って。で、『エノカッパくん』っ

ていう飛び出す絵本ですね。作って。なんかもう一個やりました

ね？『ブンブンバチン』

スズキコージ：あーそうそう。

筒井：『ブンブンバチン』を作って。で、教育画劇を辞めることに。

はい。イースト・プレスに移ってから、その「こどもプレス」っ

ていうシリーズを作って。そのまぁ、かなり初期段階で、コー

ジさんに『ブラッキンダー』っていう絵本を描いてもらいまし

たね。

『ブラッキンダー』

スズキコージ：この『ブラッキンダー』、こんな傑作が出来上がる

と思ってもみなかったね。

筒井：そうですね。

スズキコージ：「Paint it Black」、ローリング・ストーンズとか『大

千世界の生き物たち』のブラッキンっていう黒インクに入ってるの

が主人公。で、ぼちぼち大介が言って来る頃、もう出来たかいな　

なんてね。

筒井：そんな感じで。

スズキコージ：こんなのだけど、と思って描き出したけど、すご

い傑作で。

筒井：コージさんラフくれたときは、何かしぶしぶ描いたみたいな。

「なんか大介があんまり言うからさー。まぁ、とりあえず描いたけ

ど。俺、これ変えるかもしれないわー。」って言ってました。

『サルビルサ』

スズキコージ：『サルビルサ』が土井くんのお産婆役で出来上がっ

てですね。それで、あの頃誰かが、「吠えてくれた」とか、「スズ

キコージは湾岸戦争だとか、世界の情勢をつかんでいる」とか朝

日新聞かなんかで書いてくれたら、全然売れなくて。絶版になっ

ちゃって。そんで、「イメージの森」シリーズだっていう、土井

君がつけたの？「イメージの森」がほるぷ出版で出たときは。

土井：はい。えーっと、多分そうだったと思う。

スズキコージ：片山健さんとか、荒井良二君とかそうそうたる連

中がみんな自作自演のね、そういう絵本のシリーズが出て。で、

全然売れなかったから、まぁ「ダメージの絵本」って言われる。

松本：『サルビルサ』はどうやって作ることになったんですか？

土井：それはもう簡単です。産婆さんって言われても…本当に企画通

しただけなんですよ。スズキコージさんと絵本作るって言ったら、も

う当時のほるぷ出版が「はい、やりましょう。」って言って、コージ

さんからラフをもらって、まぁ「これでやりましょう」って。だからね。

なんていうか編集する作業ってなんだろうね、とか思っちゃうね。

筒井：そうですね。

スズキコージ：まぁ、きっと土井君の中で一発目の花火、スズキコー

ジで打ち上げて、みたいなね。まさか「ダメージの森」になっちゃ

うとは思ってなかったと思う。

土井：誰が言ったんだろう。最初…

スズキコージ：「イメージの森」ってシリーズだから…当然なるよ

ね。で、そこから生き延びているわけですから。生まれ出たわけ

ですから。僕は大変自慢に思っています。

土井：これ最初ね、『サルビルサ』じゃなくて『タルビルタ』だっ

たんですよ。

スズキコージ：あぁ、そうそう『タルビルタ』。すると、だんだん「タ

ルビルタ、タルビルタ」って言ってるとくたびれちゃうんで、もっ

とスカッと抜けるようなっていうんで『サルビルサ』に決定したのね。

土井：もう僕、編集者ってその辺保守的になるから、『タルビルタ』

でいこうって気分にずっとなってるから、作家から『サルビルサ』

にするって言われて。ここの変化、心境の変化って大変じゃない？

筒井：うん。まぁ、そう、よくあること。

会場（笑）

土井：なんか、一時、『タルビルタ』で盛り上がっていた自分が思

い出されました、今。いや、そこら辺なんか微妙な、微妙な、な

んか繊細なところがあっちゃったりするんですよね。

スズキコージ：まぁ、自作自演となるとね。やっぱり日々、刻々

変わってくる、結構スリリングなことでありますから。

松本：湾岸戦争のイメージというのが、自分のなかにあった？

スズキコージ：いや僕全然湾岸戦争ってのはなくて。ようするに

あの、「イメージの森」でイメージがやってきて、こういうのが出

来ちゃったわけでね。だからね、自然に出来上がっちゃった。

『きゅうりさんあぶないよ』

スズキコージ：誰が作ったかわからないわらべ歌を、ある日澤田

君が、どっかから掘り出してくれたんだよね。で、ふたりでなが

めて唱えてるうちに、あっ、これはもう、くどい選挙演説みたいに、

繰り返し繰り返しやって、それでまぁ僕流に解釈して。で、最後

の方に、「きゅうりさん　そっちへいったら　あぶないよ　ねずみ

がでるから。」で、本当にねずみが出てきちゃって。で、ねずみは

ロシアマフィアみたいな格好で登場させて。それでねずみマフィ

アが、きゅうりさんの、もうもう、ね、きゅうりじゃないような、

ものすごい格好のきゅうりを見て、「あぶない」なんて言っちゃっ

て。ネズミが逃げ出して、きゅうりさんが追っかけてくるってい

うそういうストーリーに、僕が勝手にしちゃったわけで。

澤田：それでいいんです。

松本：もともとはどういうのだったんですか。

澤田：編集部の同僚が、ロシア文学の翻訳をしている方から聞

いてきたんです。こんなわらべ唄があるって。でもそれは間違っ

て聞いてきたんです。実際はちゃんとオチがあって、「きゅうり

さんのしっぽが短いのは、ねずみがかじったからだよ」という

内容なんです。ありきたりなんです。「きゅうりさん　そっちへ

いったら　あぶないよ　ねずみがでるから」のほうがはるかに

謎があって、だから絵本になると思って、コージさんにお願い

しました。

松本：コージさんでやろうと思ったのは、どういうところからな

んですか？

澤田：やはり、ロシアだったらコージさんでしょう。それと、コー

ジさんを「こどものとも年少版」に登場させたかった。今までの「年

少版」は幼児向けだということで、簡単なストーリーと単純なイ

ラストでつくられていた。でも絵本なら、子どもは絵を見て遊ぶ

わけでしょう。だとするなら「年少版」であっても、文はそのま

までも、絵は複雑というか、しっかり描かれた絵が必要だと思い

ました。

松本：登場人物が出てきて、その部分が次のところに全部重なっ

てきますよね？コージさんが考えたんですか。

スズキコージ：まぁ、もう簡単だったね。なんか描けちゃうよ。

しかもおひつじ座とうお座のコンビだから。小野明さん・澤田精一さん・土井章史さん
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『注文の多い料理店』

スズキコージ：あれは宮澤賢治のミキハウスの本で第一発目の本

だったんだね。

小野：そうですね。やっぱりコージさん、一発目に選びたくなる

んですよね。

スズキコージ：その…一番にやらせちゃうっていう ... 打ち上げ花

火。最初にやらせちゃう。まぁ、まず相手に毒見させて。後、継

続していこうみたいな。

松本：これはスクラッチボード？ くぎで削って…。

小野：スクラッチボードに描いていて、色は黄色版、オレンジ版

と、青版ですね。トレーシングペーパーに描いて、重ねるんですね、

印刷で。だから重ねて絵になるためのテクニックが必要なんです

よね。奔放に描いてるところもあるんだけど、すごく繊細にもう

かなり、ぴたっと四版を合わせないと、きちっとこういうふうな

絵にならないんで、この原稿を見たときは、震えましたね、その

繊細さに。

スズキコージ：うん。だけど、片山健さんがこの絵を見て「スズ

キさん、これ色がないほうがいいね。」って。あの方ははっきり言

うからね。

スズキコ―ジとは？

小野：たぶんコージさんの人柄も含めて、「全国籍」という言葉か

なと思ってるんですよ。「無国籍」という言葉がありますよね。国

籍がない。国を横断するとかね。多分コージさんは全国籍、全ての

国籍を持っている人で、コージさん本人も絵本も、全部の国の人が、

日常生活の暮らしをする上でヒットする部分を必ずもっている。

スズキコージ：まぁ、そういうふうに褒めてもらうと ... まぁ、僕

は動物だっていう。渡り鳥とかね。パスポートを持ってなくてい

いわけじゃない。好きなとこ飛んでけばいいわけでね。こっちは

暑いな、あっちは寒いなみたいな。そういう感じで言ってくれて

るような気もしますね。

小野：まあ、そうですね。はい。

スズキコージ：ははは、簡単じゃん。

　

澤田：コージさんは分類できないですよ。もし分類するのであれ

ば、「スズキコージ」がひとつのジャンルであると。それだけのこ

とだと思う。今までの絵本作家の多くは絵本を描くだけで、他の

ことはあまりやらない。禁欲するんです。宮澤賢治なんかは、童

話を書くだけではなくて、作詞・作曲も、戯曲も、論文も書くとか、

とにかくいろいろやるでしょう。コージさんも、巨大な壁画、舞

台美術、立体、装幀、LP や CD のジャケットデザイン、バティック、

切り絵……マンガも描きましたね。

スズキコージ：あー怪しげなジプシーバンドもやってますよ。

澤田：ほんとうに多彩な活動です。ほんとうに希有な存在だと思

います。

土井：４、５年前コージさんと飲んでいるときに、僕はさらっと

聞いて、さらっと流した言葉があって、コージさんは「大人に怒

られる気がする」っていう感じのこと言ったんですよ。怒られる

側っていうのがね、コージさんじゃないかと思うんですよね。

スズキコージ：まぁ、言葉変えると『大人は判ってくれない』っ

ていう、フランソワ・トリュフォーの昔の映画があって、僕はも

う64歳にもなっているけど、いまだに「大人は判ってくれない」っ

ていう気持ちがあるのは何故でしょうね。

土井：何故でしょう。でも怒られる気分っていうのは、好きなん

ですかね？

スズキコージ：「こら！コージ」「またあそこの梨畑で梨盗んでき

て・・・」って。実際にね。スイカ盗みに行ったり田舎で仲間とやっ

てたけどね。

土井：でも、今でもやるでしょ。

スズキコージ：まぁいたずら好きなことは確かよね。そういうの

は絵本に反映してると思うんですけど。だけどここの全員かなり、

そういうイタズラ坊やというか。そういうものは感じているから

ね。僕も楽しくここまできてる。まだまだ、みんなとやりたいなぁ

と思っていますけど。

筒井：まぁ、どういう人なんだろうなぁって、10 年前に会ってか

ら頻繁に考えるんですけど、いまだになかなか、こういう人って

いうのは言えなくて。

　変な言い方すれば複雑怪奇な人だなぁと思っていて。なんかす

ごい豪快なようで、で、勢いだけでいっているようにみえて、も

のすごい読書量とか、とにかく博覧強記なところもあるし。めちゃ

くちゃ締め切り守ってくれますし。

スズキコージ：頼まれもしないのに、「はいできました」とかね。

筒井：そうなんです。締め切りの概念がないくらい。一応締め切

りを伝えると、やや渋い顔しますね。「あっ、これ出来るかどうか

わかんねーな」みたいな、感じに毎回言われるんですけど、１カ月 

２カ月も前に電話かかってきて、「もう出来たから、来いよ」みた

いな感じなので。なんかねわかんない。コージさんがこういう人だっ

て誰かに説明しても、どっかででも、コージさんの別の要素を見落

としてるような気がするので。

　あとは、そうですね。ちょっとね、おじさんとか嫌いだったん

ですよ、20代前半の頃。コージさんに会って、「あー。こういう

大人がいるのか。」と。こういう大人、あんまりいないですけど、

「あっ、いたな」と思って。まぁ、そういう存在ですかね。

参加者からの質問に答えて

松本：本当は会場の方たちとトークをしたかったんですね。でも

時間が少なくなってしまいました。質問を書いてもらっていたの

で、コージさんがここから好きなものをとって、それについて答

えてください。

スズキコージ：「絵を描く技術」ね。ようするに色がつけばいいと

思っていて。醤油で描いたり、ソースで描いたりしたこともあり

ますけど。割り箸を削ってインクをつけて描いたり。まぁ、色々

いろんなことをやってみるわけよね。

　絵を描く技術っていうより、石ころ拾って並べてね、それで絵

になっちゃうし。そんなの子ども達が自然にやってることなんで

すよね。あと、枯葉だとかね。そういうのものを拾ってきて、並

べて自分の絵にするし。もうそういうところは千変万化っていう

んですかね。どんなものでもその人のセンスによって絵になって

しまうって、僕は思ってます。はい。

スズキコージ：えっと「パワフルを維持できる、パワフルでいられ

る気持ちはなんだと思いますか？」パワフルでいられる気持ち…。

そうね、何だろうね。あっ、今日新幹線で来ましたから、うなぎ弁

当食べながら来て、結構元気かもね、とかすごい単純なことだと思

うんですけどね。そうね世の中ね。この前自民党が完全に制覇し

ちゃって、はっきりいって物凄くガックリしています。もうこれだ

と時代がどんどん逆行しちゃってね。今日も新幹線のテロップで出

ましたけれども、今の総理大臣はまだ原発を作る気でいると、もう

「なに―」みたいなね。僕はもう頭にきていますけどもね。

スズキコ―ジ：言論の自由っていいますかね。これから絵本とい

うのはかなり政府が弾圧してくる可能性が出てくるのではない

かって予想されます。すごく恐ろしいことで。どうやら、憲法第

九条をなくしてしまうことは、もう、どうみてもやるだろうなっ

ていう感じですね。ということは戦争に。日本が軍隊も作って国

防軍ですか、そういうものを作るって言ってますから、これはも

う徴兵制度をやると。これは時間の問題で、じわじわと出てくる

可能性が大いにあります。それで僕らの携わっている絵本に、何

らかの圧力がくるんではないかなって思っていますね。それがき

たら、どっちかっていったら僕はやる気になっちゃうほうなもん

ですから、そうなってくるとね。僕も親父に絵を破られたり、魔

法使いの等身大のものを作って、それを蹴飛ばされたりして、も

う全壊やられちゃったことがあって、もう余計燃えて、現在に至

るわけですね。みなさんも本当にその辺はふんどしない人はね、

ベルトを締めてですね、注意深く、世の中がそういう言論統制し

てきたら、本当にはねのけてください。僕も .…僕はみなさんがや

らなくても僕ひとりでもやりますから。そんなつもりでいます。

　この前、筒井大介君からも「コージさん、こういう時世になっ

てきたら、これ、好きな絵本出せなくなっちゃう可能性あるかも

しれないから、なんかやろうよ」とか言われてね。僕も「あぁ、

かなりやばいことになってきてる」と、これは。今日編集の人な

んかもね、第一線でやっていらっしゃる人達がいるので、言わせ

てもらっています。

松本：まぁ、実際に軍隊になれば、間違いなく徴兵になっていくで

しょうし、強い日本を作るということが大切なのか、本当に自分た

ちの３．１１後の生き方を、これでよかったのかということを考え

なくちゃいけない、分かれ目にきているところだと思うんですね。

　まぁここは絵本学会の場で、これを論議する場ではありませんけれ

ども、やっぱり表現をする人達にとってみて、表現の自由をきちっと

守っていくこととか、それから子どもの文化を大切にするということ。

例えば大阪の国際児童文学館は、予算がつかなくなって合併させら

れてしまいましたけど、そういうことが行われていく時代に差し掛

かるということは、私達も黙っているわけにいかないと思います。

松本：時間が大分超過してまいりました。ここで今回の「スズキコー

ジ解体」というイベントは終了させていただきます。会場はもう

少し使えるようです。コージさんもまだいらっしゃると思います

ので、喋りたいという人がいらしたら、寄ってきて話をしていた

だければと思います。決して恐い人ではございませんので、見た

目よりはずっと優しい人です。ということで今日は閉会にさせて

いただきます。本当にありがとうございました。

スズキコージ：はい。みなさん、ゲストのみなさんも、ありがとうー。

松本：あの、「コージさんの歌を知っていますか」という質問があっ

たんですけども。

スズキコージ：そんな歌あったっけ？

松本：あるんです。誰か歌う人いますか？

参加者：はい！

松本：じゃぁ今日は、その歌を聞きながらお別れにしたいと思い

ます。毎日歌っているらしいですよ。

参加者：短い曲です。私は全然絵本とは関係なく、図工の教員です。

スズキコージ：いやいや、関係ありますね。

参加者：（ハーモニカとともに参加者のひとりが歌う）

「スズキコージ〜、スズキコージ〜、スズキコージは絵を描くよ。

スズキコージ〜・・・・　」

会場：拍手

スズキコージ：はっ、ありがとう。これは、わかりやすいね。みな

さん今日はありがとうー。　（終）

［記録　今田由香］

筒井大介さん・スズキコージさん・松本猛さん・参加者

参加者にプレゼントされた
ポストカードの原画
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前回のリレーエッセイを書いた武田美穂さんと、12月26 〜

27日、南相馬へ行くことになりました！

「子どもたちへ＜あしたの本＞プロジェクト」（呼びかけ団体：日

本国際児童図書評議会、日本出版クラブ、出版文化産業振興財団）

が企画した、絵本作家による被災地訪問イベントに、憧れの武田さ

んとペアで行けると聞き、ふたつ返事で依頼を引き受けたのです。

私の役目は、紙芝居。ふだん、海外の絵本や物語を翻訳する仕事

をしている私は、もうひとつのライフワークとして、日本で生まれ

た紙芝居を、国内＆海外で広めています。絵本は「個」を育み、紙

芝居は「共感」を育む文化。その両方を大切なものとしてとらえ、

子どもと大人に届けています。

ひとつの物語を読み解いて、自分の「言葉」で伝えるという点では、

翻訳も紙芝居もおんなじ。けれども、伝え方がまったく違うところ

に面白さがあります。

たとえば、絵本の翻訳をするとき、私は文章を「書く」ことで、

目の前にいない読者に向けて、作家の世界を伝えます。いっぽうで

紙芝居を手にしたときは、「演じる」ことで、目の前の観客に向けて、

作家の世界を伝えます―そして「演じる」ことは、絵本を声にして

読むこととも、演劇ともまた違っているのです。

私は「紙芝居文化の会」の仲間たちと、そんな紙芝居の世界を深

めつつ、広める活動を十年以上つづけてきました。

今回の訪問先は、障がいをもつお子さんたちが、放課後や学校が

休みの期間に通う支援施設＜じゅにあサポート「かのん」＞。

「かのん」とのやりとりを一手に引き受けてくれたのは、絵本学

会員で臨床発達心理士の撹上久子さんです。上記のプロジェクトで

は、撹上さんが中心となって、野馬追文庫（毎月一度、現在36カ

所ある仮設住宅に子どもの本を 2冊ずつ届ける活動）という南相馬

への支援を続け、震災後をずっと見守っています。

撹上さんによれば、とりわけ発達に遅れのある児童に困難が集約

されて押し寄せ、そんな子どもたちのために、市民が立ちあがって

NPO法人「きぼう」をつくったのだそうです。現在＜きっずサポー

ト「かのん」＞と＜じゅにあサポート「かのん」＞の二つが、「きぼう」

によって運営されています。

いよいよ、12月27日の朝。幼児から中学生までの子どもたち、

保護者の方々など約 50名が、集まってくれました。となりの相馬

市の療育施設からやってきた子どもの姿もあります。みんなのまえ

で、撹上さんが「えっちゃん先生とみほちゃん先生ですよ」と私た

ちを紹介して、イベントが始まりました。

まずは、私の出番。『ごきげんのわるいコックさん』『みんなでぽ

ん！』（まついのりこ作 童心社）という、観客参加型の紙芝居を演

じました。

「さあ、なんだろう」と呼びかければ、「ロボット！」と吸いつく

ように答え、私と会場の橋渡しをしてくれた男の子が、コミュニケー

ションの発達に遅れのあるお子さんだと、後から聞きました。予想

外の積極的な反応に、スタッフの方たちも驚いたといいます。

つぎに武田さんが『ありんこぐんだん、わはははははは』『オム

ライス、ヘイ！』を表情豊かに読みました。うまい！　そのあとが

「キラキラバッチをつくろう」のワークショップです。

絵本も、紙芝居も。
野坂悦子

リレー
エ セーッ 12

当日、会場に集まったスタッフや関係者の皆さんと（一列目中央が筆者、むかって左隣り
が新妻さん、一番右が撹上さん、三列目左が武田さん）

参加者みんなが、サランラップの上からマジックで下絵をなぞり、

そこに色を塗ります。描けた絵を、こんどは大人の私たちがアルミ

ホイルでくるんだ丸い紙にかぶせて、後ろをテープで止め、リボン

をつければ完成です。

「むずかしすぎたかな」と、入念に準備をしてきた武田さんは少

し心配そうでしたが、始まってしまえばリボンつけに大忙し。ステ

ンドグラスみたいなバッチを作る子、がんこちゃん（末吉暁子さん

原作・脚本の『ざわざわ森のがんこちゃん』にでてくる恐竜の女の子）

の絵を選ぶ子もいて、わずか 40分間で、100個以上のキラキラバッ

チができあがりました！

地元の読み聞かせグループ「本のとも ありの会」のメンバーも、

この日は特別参加。全体で１時間半のプログラムのあいまに、撹上

さんが手遊びを入れて、子どもたちの緊張を解きほぐしました。そ

して全員キラキラバッチをつけて、大満足の記念撮影です。最後に

参加者の皆さんから、寄せ書きの色紙をいただきました。

「かのん」に通っているのは、比較的軽い障がいをもつお子さん

たちです。ADHD、アスペルガー症候群、情緒障害などをもつ児

童に、学習支援、コミュニケーション支援を個別トレーニングで行っ

ていて、「ここは対人関係を構築するスキルを学ぶための事業所」

だと、所長の新妻直恵さんはいいます。

「絵本は欠かせません。毎日、子どもに音読してもらっています

よ。これが怒っている顔、これが嬉しい顔と、子どもたちは絵を見

て、周囲の人の感情を読み取るすべを覚えます。そして、悲しいと

きはこう言うんだと、気持ちを表す言葉を豊かにしていくんです」

保護者への働きかけも大切にしているそうで、「悩みながら子育

てするお母さんたちの話を聞く、まあ、”駆け込み寺”みたいなと

ころですよ」と、新妻さんは笑顔で話してくれました。

自分の「声」に、しっかり耳を傾けてくれる人がいる―その信頼

感が、絵本を読む子どもたちを変え、お母さんたちの不安をひとと

き解きほぐすのでしょう。「かのん」には、とても良い空気が流れ

ていました。

絵本を大事にしているこの施設に、私の訳した『リッキのたんじょ

うび』（フレーベル館）と『たいせつなてがみ』（セーラー出版）も

並べてあり、「これはいい本ですね」と言われたことが、私のキラ

キラバッチになりました。

さらに「来年は紙芝居も取り入れたいです。子どもたちが自然に

コミュニケーションをとろうとしたのに、びっくりしたので！」と

いってくださったことが、二個目のキラキラバッチに。

この２年間、がむしゃらにやってきたという南相馬の人たち。

相当がんばっているけれど、単調な日々なので、こうして外から

人が来てくれることが、子どもたちにとっても私たちにとっても、

ほんとに嬉しい。新妻さんはそう話してくれました。

「かのん」の皆さん、待っててくださいね。
紙芝居と絵本を持って、かならずまた行きますよ～！

絵：武田美穂



第３回　絵本学会理事会議事録

日時：2013 年９月21日（土）14：00 －18：00　　　　

会場：日本女子大学　新泉山館　児童学科会議室

出席者：松本猛、石井光恵、今井良朗、今田由香、佐藤博一、

　　　　藤本朝巳、本庄美千代、松本育子氏（第16回大会報告、　　

　　　　第17回大会ついての審議にのみ出席）

○ 報告事項

１．会長

第３回理事会開催についての挨拶及び、９月13 日に行われた

「鳥越信先生を偲ぶ会」（会長出席・挨拶）についての報告がなされた。

２．前回第２回絵本学会理事会議事録の確認

第２回絵本学会理事会議事録が承認された。

３．第16回絵本学会大会について

第16回大会担当理事の今井・佐藤理事より、大会校からの報告書を

もとに第16回大会についての詳細な報告がなされた。

 ・2日間の参加人数：

会員 121 名　一般 60 名　学生 25 名　　計 206 名

 ・本大会は諸所の事情で、準備期間が短かったため、大会を開催さ

れた静岡文化芸術大学のスタッフには大変なご苦労をおかけし、感

謝している。

 ・大会でのプログラム進行中の写真撮影や録音禁止について、不徹

底であったことが反省点として、あげられた。録音や写真撮影した

ものを無断で公開することは、権利侵害となることから、次回以降

の大会では、チラシやプログラムに明記するなどして、徹底をはか

ることになった。

 ・絵本学会 NEWS での大会報告は、今後広報委員会で取りまとめる

ため、発行に時間がかかる旨が報告なされた。

４．事務局

① 今年度作成された新名簿作成を、ブックエンドの発送と同時した

ことが報告された。

②「ブックエンド 2013」の発送を 8 月に行い、朔北社との未収金

の処理も無事終了した旨、報告された。

５．各委員会報告

１）企画委員会

12 月14 日（土）に、片山健氏を招き、フォーラムを開催することになっ

た旨、報告された。

２）紀要編集委員会

紀要編集委員の香曽我部理事が欠席であったため、紀要「絵本学」

のカラーページの料金についてと「絵本参考文献目録」の作成者交

代についての、紀要編集委員会よりの意向メモが代読された。

３）機関誌編集委員会

８月に「絵本 BOOKEND 2013」を制作、発行した旨報告があった。

機関誌編集委員会の藤本理事より、「絵本 BOOKEND 2014」の企

画案が配付され、説明された。

４）研究委員会

9月8日（日）１３：３０－１６：００　世田谷文学館において、同館の協力

の下、研究会が無事開催された旨の報告があった。参加者は119名。

５）広報委員会

第16 回大会報告の取りまとめのこともあり、NEWS の発行は11月

になる見通しであることが、報告された。

６．事業後援について

以下５件の名義後援を行った旨、報告された。

① ちひろ美術館「ずっと長さんとともに―長新太が描いた子ども

の本―」　

② ちひろ美術館「ちひろと初山滋―永遠のコドモ―」展

③ コニカミノルタプラザ「降矢奈々 + フィリップ・ジョルダーノ

展　異郷に生きる絵本作家（仮称）」

④ 刈谷市美術館「井上洋介図鑑展　漫画、タブロー、絵本」

⑤ 刈谷市美術館「レオ・レオニ　絵本のしごと」

７．絵本学会への寄贈本について

こぐま社の絵本研究会より、『こぐま社の絵本研究』（「こぐま社の

絵本」研究会編）の献本があった。

○ 審議事項

１．第17回大会（2014 年度）について

次回大会開催地刈谷市美術館の松本育子氏出席のもと、下記のこと

が検討された。

① 日時・会場：2014 年 5 月 31 日（土）、6 月 1 日（日）、刈谷市

総合文化センター

② 大会テーマ：絵本とアート　― 副題未定 ―

③ 5 月 31日　宇野亜喜良氏による講演とライブ・ペインティング

④ ラウンドテーブル

１）表現：瀬川康男、２）レオ・レオニ（コーディネーターを香曽我部

理事と交渉）、３）絵本で遊ぶ（サブタイトルを入れる。愛知県内で

コーディネーターを探す）

⑤ 担当理事：佐藤博一理事、もう１名として香曽我部秀幸理事が候

補となった。

２．入退会者について

下記入退会者が報告され、承認された。（敬称略）

・入会者（6月17日～9月20日）

　　西坂小百合、大西雅子、安田悟、星野由美、田村敏弘、

　　土井安子、岡澤陽子　　計７名

・退会者　柴田哲谷

３．第19回大会（2016 年度）について

新事務局に移行する年度の大会開催地を決定しておく方が、大会運

営及び学会運営が円滑に進められることから、第19回大会（2016

年度）を京都女子大学に開催をお願いすることになった。

４．国立青少年教育振興機構（絵本専門士養成）への広報関連協力

　　について

独立行政法人国立青少年教育振興機構より依頼のあった、「絵本専門

士養成講座」のチラシを会員へＮＥＷＳ発送時に同封すること等の

協力をすることが了承された。その他の絵本学会の協力については、

詳細が不明なため「絵本専門士」についてのより詳しい情報を依頼し、

それをもとにして今後継続的に検討していくことになった。

５．紀要「絵本学」のカラーページ掲載について

紀要のカラーページ掲載については、第16号は第15号の費用徴収

方法を踏襲する。2014 年度の予算時に、第17 号のカラーページ

掲載について、予算化を含め検討していくことになった。

6．紀要の「絵本参考文献目録」の作成者交代について

紀要委員会から出ていた見解を基に、紀要掲載の「絵本参考文献目

録」の今後について話し合われた。紀要委員会として調査費・制作

費・交通費などの必要経費について、具体的にどの位の額を予想し

ているか、問合わせることになった。予備費からの支出で検討して

いくことになった。

７．20 周年記念事業について

懸案になっている絵本学会賞の検討なども含め、他の事業計画と合

わせて今後継続して審議して行くことになった。

８．次回理事会開催日程

2013年12月15日（日）14：00 ～　日本女子大学 児童学科会議室

第４回　絵本学会理事会　議事録

日時：2013 年12 月15 日（土）14：00 －17：00

会 場：日本女子大学　新泉山館　児童学科会議室

出席者：松本猛、石井光恵、今井良朗、今田由香、香曽我部秀幸、

　　　　笹本純、佐藤博一、武田美穂、本庄美千代、

　　　　松本育子氏（第 17 回大会ついての審議にのみ出席）

○ 報告事項

１．会長

12 月14 日（土）に片山健氏を迎えて行われたフォーラムについて

の話があった。2 年続けてのフォーラムが盛況だったことを踏まえ、

絵本作家の方々にも積極的に会員としての入会を誘いたい旨の抱負

が述べられた。

２．第３回絵本学会理事会議事録の確認

第３回絵本学会理事会議事録が承認された。

３．事務局

「絵本学会 NEWS No.４９」を11月21日に発送した旨、報告があった。

４．各委員会報告

１）企画委員会

12 月14 日（土）に開催された絵本フォーラム 2013「片山健　『私

のおなかの中の小さな人　あるいはマグレ様の思し召し』」について

の報告が、今田理事よりなされた。

参加者は会員35 名と一般を合わせて100 名を越え、盛会であった。

今回は、会員の参加費を無料にしたが、これが大変好評であった。

２）紀要編集委員会

今年度の紀要「絵本学」第16 号には、6 本の投稿があり、11 月

24日に開かれた紀要編集委員会で、論文 3 本、報告1本の計4 本

が採用となった旨、香曽我部理事より報告があった。

３）機関誌編集委員会

藤本理事が欠席のため、代わって事務局より藤本理事よりの下記の伝

言が伝えたれた。

 ・2014 年度も 9 月の刊行を目指したい。

 ・近日中に機関誌編集会議を開き、テーマを決定し、動きだす予定

 ・特集については「絵本の表現と研究方法」を考えている。

４）研究委員会

笹本理事より、「研究助成金申請」の選考結果が報告された。2 件の

応募があったが、検討の結果、2件とも不採用とすることが報告され、

承認された。

５）広報委員会

「絵本学会 NEWS No.４９」を発行した旨の報告があった。

また、12 月15 日の午前中に開かれた広報委員会の報告がなされた。

今後の学会ホームページ運営が中心に話し合われ、「広報」と「情

報交流」を目的として新たにソーシャルメディアを利用する、ホー

ムページは「ドキュメントの保管」「スムーズな事務手続き」の機

能を充実させる、という将来構想と、具体的な運用イメージの案が

提示された。

５．事業後援について

事務局より下記 2 点の事業後援の紹介があり、後援をすることが承

認された。

①（株）イデッフ「クヴィエタ・パツォウスカーとチェコの絵本展」

② 絵本の森美術館「イギリスの絵本原画展～時代を織りなす画家

たちの軌跡～」

６．絵本学会への寄贈本について

事務局より、下記 2 点の献本が紹介された。

 ・『絵本で読みとく宮沢賢治』水声社

 ・図録『アートが絵本と出会うとき―美術のパイオニアたちの　

試み―』うらわ美術館

○ 審議事項

１．入退会者について

下記 6 名の入会者（9月21日～12月14日）が承認された。

　　上原佐惠子、藤田優一、山本恵子、村井貴、植草一世、

　　梅澤尚子　　計6名（敬称略）

２．第17回絵本学会大会（2014 年度）について

松本育子氏より、次回大会についての提案がなされ、審議の結果下

記のことが決定した。

 ① 第17回絵本学会大会実行委員会の組織

 ・委員長　鈴木直樹（刈谷市副市長）

 ・副委員長　香曽我部秀幸理事（絵本学会、第17回担当理事）

 ・委員　太田武司（刈谷市教育委員会教育長）をはじめ、

　　　　大中隆志、鈴木穂波、中村僚志、藁谷はるか、磯部洋子、　

　　　　佐藤博一（絵本学会、第17回担当理事）

事務局からのお知らせ
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 ・事務局　鈴木克幸（刈谷市文化振興課長）をはじめ、

　　　　　安藤誠、松本育子、神谷剛生、鵜飼幸代

② 第17回大会の開催者表記について

　主催　絵本学会・刈谷市美術館

　共催　刈谷市総合文化センター

③ 第17回絵本学会大会のテーマ

　テーマ：絵本とアート

　　　　（集合図で表記する。表記については、佐藤理事が制作する）

　副題：絵本の作り手たち、その創造力

④ スケージュールとタイムテーブル及び作品発表・ラウンドテーブ

ルについて

 ・5月31日（土）12：00 受付開始、12：40～開会式に始まり、　

18：00 交流会までのスケジュールが決定した。

 ・6 月11日（日）8：30 受付開始から、閉会までのスケジュールが

決定した。

 ・2日目作品発表について⇒作品発表では作品は原則持参とし、

　その他作品発表の募集要項を佐藤理事がまとめることになった。

 ・ラウンドテーブル R1「再考・瀬川康男の絵本表現」（仮）コーディ

ネーター（広松由希子）、R2「レオ・レオニの絵本」（仮）コーディネー

ターとして藤本朝巳理事が決定、R3「子どもと絵本をよみあう―

かがくいひろしの絵本の場合―」コーディネーター（鈴木穂波）

⑤ 開催趣旨について

松本育子氏より「開催趣旨」の文案が示された。それを受けて、そ

の「開催趣旨」に絵本学会の意向を佐藤担当が文案としてまとめ、

それを入れて全体を調整して行くことになった。

⑥ 会長と大会担当理事の佐藤理事が、刈谷市と日程を調整し、挨

拶かたがた現場視察に出向くことになった。

⑦ 松本育子氏より「第17回絵本学会大会実行委員会設置要領」案

が示され、理事会で承認した。

３．紀要「絵本学」の「絵本研究参考文献目録」作成について

継続審議となっていた、紀要「絵本学」の「絵本研究参考文献目録」

作成について検討された。その結果、第16号については正式に文書

で学会より丸尾・永田氏に依頼し、制作費（調査並びに作成にかか

る費用）として予備費より５万円を充てることになった。今後毎年、

年度予算として予算化して行くことになった。

４．20周年記念事業について

20周年事業について意見が交換された。10周年のときには、10年

をまとめたアーカイブ作りをしたが、またその後の10年間の記録と

してアーカイブ作りは必要との意見が出された。

５．次回理事会開催日程

次回理事会は、2014 年３月２日（土）14：00 ～　日本女子大学に

おいて行なわれることになった。（会長と佐藤理事が刈谷市の会場を

視察後、2014 年4月12日（土）14：00 ～に変更することになった。）

6．「特定秘密保護法」への撤廃抗議について

会長からの提案で、「特定秘密保護法」の撤廃を訴える抗議を、絵

本学会理事名で絵本学会から発信して行くことになった。文案は

会長が作成し、各理事に諮った上で決定し、各機関へ発信して行

く。絵本学会のホームページには早急に抗議文を掲載すること等

が、申し合わされた。

以上

絵本関係展覧会情報

● 安曇野ちひろ美術館
〒 399-8501　長野県北安曇郡松川村西原
0261-62-0772, 0261-62-0774（Fax）
http://www.chihiro.jp/azumino/

【展示】ちひろ没後40年　絵本になった！『窓ぎわのトットちゃん』展
【企画展】ちひろ美術館コレクション　絵本・のりもの博覧会
14.3.1（土）− 5.13（火）

● ちひろ美術館・東京
〒177-0042　東京都練馬区下石神井 4-7-2
03-3995-0612, 03-3995-0680（Fax）
http://www.chihiro.jp/tokyo/

【展示】ちひろ没後40年　−世界中のこどもみんなに平和としあわせを−
【企画展】− Paper Talks 紙のおしゃべり−クヴィエタ・パツォウス
カー展
14.3.1（土）− 5.18（日）

● 射水市大島絵本館
〒 939-0283 富山県射水市鳥取 50
0766- 52-6780, 0766-52-6777（Fax）
http://www.ehonkan.or.jp/

【展示】よしながこうたく絵本原画展
14.2.8（土）− 3.27（木）

● イルフ童画館
〒 394-0027 長野県岡谷市中央町 2-2-1
0266-24-3319, 0266-21-1620（Fax）
http://www.ilf.jp/

【企画展】第 7 回　日本童画大賞展
14.1.30（木）− 3.31（月）

● 刈谷市美術館
〒448-0852　愛知県刈谷市住吉町 4-5
0566-23-1636, 0566-26-0511（Fax）
http://www.city.kariya.lg.jp/museum/index.html

【展示】宇野亜喜良展　本にみる少女譚
14,3.1（土）− 4.13（日）

● 軽井沢　絵本の森美術館
〒 389-0111　長野県北佐久郡軽井沢町風越公園 182
0267-48-3340, 0267-48-2006（Fax）
http://www.museen.org/ehon/index2.html

【企画展】イギリスの絵本原画展　時代を織りなす画家たちの軌跡
14.3.1（土）− 6.9( 月 )

● 世田谷文学館
〒157-0062 東京都世田谷区南烏山 1-10-10
03-5374-9111, 03-5374-9120（Fax）
http://www.setabun.or.jp/

【企画展】星を賣る店　クラフト・エヴィング商會のおかしな展覧会
14.1.25（土）− 3.30（日）
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